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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスデバイスにおける通信の方法であって、
　受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数
のための上限を識別することと、
　前記シンボルにおいて前記受信機に送信されるべきデータビットの数を決定することと
、
　前記シンボルを含んでいるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディングを
選択的に追加することと、ここにおいて、前記パディングの量が、送信されるべきデータ
ビットの前記数と前記シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの前記数の
ための前記上限との比に少なくとも部分的に基づく、
　前記比に対応するパディングレベルを示すために、あらかじめ定義されたビンのうちの
どれを前記ワイヤレスデバイスが使用すべきかを示すインジケーションをトリガメッセー
ジで前記受信機に送信することと、
　前記受信機に前記ＰＤＵを送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記パディングが、前記シンボルにおいて送信されるべきデータビットの前記数を処理
するための、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）に対する追加の時間を与える、請
求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との比の複数のビンを識別することと
、
　前記複数のビンのうちのどれが、送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との
前記比に対応するかに少なくとも部分的に基づいて、パディングの量を決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のビンの各々が、前記ＰＤＵの前記終端に追加されるべきパディングの所定の
量の整数倍に対応する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記デバイスがワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
こにおいて、前記識別すること、前記決定すること、および前記選択的に追加することが
、前記ＡＰとワイヤレス通信する複数の局（ＳＴＡ）の各々について行われる、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のＳＴＡの間のパディングの最大量を決定することと、
　前記複数のＳＴＡの各々にパディングの前記最大量を適用することと
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記デバイスがワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
こにおいて、
　データビットの数のための前記上限が、前記ＡＰとのワイヤレス通信において複数の局
（ＳＴＡ）の各々に送信されることが可能なデータビットのアグリゲートされた数を備え
、
　送信されるべきデータビットの前記数が、送信されるべきデータビットのアグリゲート
された数を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　パディングの量のインジケーションをトリガメッセージにおいて前記複数のＳＴＡの各
々に送信すること
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　通信デバイスであって、
　プロセッサと、前記プロセッサに通信可能に結合されたメモリとを備え、前記メモリは
、前記プロセッサによって実行されたとき、前記通信デバイスに、
　　受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの
数のための上限を識別することと、
　　前記シンボルにおいて前記受信機に送信されるべきデータビットの数を決定すること
と、
　　前記シンボルを含んでいるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディング
を選択的に追加することと、ここにおいて、前記パディングの量が、送信されるべきデー
タビットの前記数と前記シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの前記数
のための前記上限との比に少なくとも部分的に基づく、
　　前記比に対応するパディングレベルを示すために、あらかじめ定義されたビンのうち
のどれを前記通信デバイスが使用すべきかを示すインジケーションをトリガメッセージで
前記受信機に送信することと、
　　前記受信機に前記ＰＤＵを送信することと
　をさせるコンピュータ可読コードを備える、通信デバイス。
【請求項１０】
　前記パディングが、前記シンボルにおいて送信されるべきデータビットの前記数を処理
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するための、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）に対する追加の時間を与える、請
求項９に記載の通信デバイス。
【請求項１１】
　前記コンピュータ可読コードは、前記少なくとも１つのデバイスに、
　送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との比の複数のビンを識別することと
、
　前記複数のビンのうちのどれが、送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との
前記比に対応するかに少なくとも部分的に基づいて、パディングの量を決定することと
　をさらにさせる、請求項９に記載の通信デバイス。
【請求項１２】
　前記デバイスがワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
こにおいて、
　データビットの数のための前記上限が、前記ＡＰとのワイヤレス通信において複数の局
（ＳＴＡ）の各々に送信されることが可能なデータビットのアグリゲートされた数を備え
、
　送信されるべきデータビットの前記数が、送信されるべきデータビットのアグリゲート
された数を備える、
　請求項９に記載の通信デバイス。
【請求項１３】
　通信デバイスであって、
　受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数
のための上限を識別するための手段と、
　前記シンボルにおいて前記受信機に送信されるべきデータビットの数を決定するための
手段と、
　前記シンボルを含んでいるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディングを
選択的に追加するための手段と、ここにおいて、前記パディングの量が、送信されるべき
データビットの前記数と前記シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの前
記数のための前記上限との比に少なくとも部分的に基づく、
　前記比に対応するパディングレベルを示すために、あらかじめ定義されたビンのうちの
どれを前記通信デバイスが使用すべきかを示すインジケーションをトリガメッセージで前
記受信機に送信するための手段と、
　前記受信機に前記ＰＤＵを送信するための手段と
　を備える、通信デバイス。
【請求項１４】
　前記パディングが、前記シンボルにおいて送信されるべきデータビットの前記数を処理
するための、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）に対する追加の時間を与える、請
求項１３に記載の通信デバイス。
【請求項１５】
　送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との比の複数のビンを識別するための
手段と、
　前記複数のビンのうちのどれが、送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との
前記比に対応するかに少なくとも部分的に基づいて、パディングの量を決定するための手
段と
　をさらに備える、請求項１３に記載の通信デバイス。
【請求項１６】
　前記複数のビンの各々が、前記ＰＤＵの前記終端に追加されるべきパディングの所定の
量の整数倍に対応する、請求項１５に記載の通信デバイス。
【請求項１７】
　前記デバイスがワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
こにおいて、前記識別すること、前記決定すること、および前記選択的に追加することが
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、前記ＡＰとワイヤレス通信する複数の局（ＳＴＡ）の各々について行われる、請求項１
３に記載の通信デバイス。
【請求項１８】
　前記複数のＳＴＡの間のパディングの最大量を決定するための手段と、
　前記複数のＳＴＡの各々にパディングの前記最大量を適用するための手段と
　をさらに備える、請求項１７に記載の通信デバイス。
【請求項１９】
　前記デバイスがワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
こにおいて、
　データビットの数のための前記上限が、前記ＡＰとのワイヤレス通信において複数の局
（ＳＴＡ）の各々に送信されることが可能なデータビットのアグリゲートされた数を備え
、
　送信されるべきデータビットの前記数が、送信されるべきデータビットのアグリゲート
された数を備える、
　請求項１３に記載の通信デバイス。
【請求項２０】
　パディングの量のインジケーションをトリガメッセージにおいて前記複数のＳＴＡの各
々に送信するための手段
　をさらに備える、請求項１９に記載の通信デバイス。
【請求項２１】
　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読
記憶媒体であって、前記コードは、
　受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数
のための上限を識別することと、
　前記シンボルにおいて前記受信機に送信されるべきデータビットの数を決定することと
、
　前記シンボルを含んでいるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディングを
選択的に追加することと、ここにおいて、前記パディングの量が、送信されるべきデータ
ビットの前記数と前記シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの前記数の
ための前記上限との比に少なくとも部分的に基づく、
　前記比に対応するパディングレベルを示すために、あらかじめ定義されたビンのうちの
どれを前記ワイヤレスデバイスが使用すべきかを示すインジケーションをトリガメッセー
ジで前記受信機に送信することと、
　前記受信機に前記ＰＤＵを送信することと
　を行うために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２２】
　前記パディングが、前記シンボルにおいて送信されるべきデータビットの前記数を処理
するための、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）に対する追加の時間を与える、請
求項２１に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡されたもので、「Processing Tim
e Extension For High Bandwidth Wireless Communications」と題して２０１６年４月６
日に出願されたＢｈａｒａｄｗａｊ等による米国特許出願第１５／０９２，４６７号、お
よび「Processing Time Extension for High Bandwidth Wireless Communications」と題
して２０１５年４月７日に出願されたＢｈａｒａｄｗａｊ等による米国仮特許出願第６２
／１４４，２１６号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
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　[0002]　以下は、一般に、例えば、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時間拡張など
のワイヤレス通信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開され
ている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。
【０００４】
　[0004]　ワイヤレスネットワーク、例えば、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（
ＷＬＡＮ）は、１つまたは複数の局（ＳＴＡ）またはモバイルデバイスと通信し得るアク
セスポイント（ＡＰ）を含み得る。ＡＰは、インターネットなど、ネットワークに結合さ
れ得、モバイルデバイスがネットワークを介して通信する（あるいはサービスセット、例
えば、基本サービスセット（ＢＳＳ）または拡張サービスセット（ＥＳＳ）中のアクセス
ポイントに結合された他のデバイスと通信する）ことを可能にし得る。ワイヤレスデバイ
スはネットワークデバイスと双方向に通信し得る。例えば、ＷＬＡＮでは、ＳＴＡは、ダ
ウンリンク（ＤＬ）およびアップリンク（ＵＬ）を介して関連するＡＰと通信し得る。Ｓ
ＴＡの観点から、ＤＬ（または順方向リンク）はＡＰから局への通信リンクを指すことが
あり、ＵＬ（または逆方向リンク）は局からＡＰへの通信リンクを指すことがある。いく
つかの場合には、ＡＰまたはＳＴＡは、比較的高い帯域幅を使用して比較的大きい量のデ
ータを送信し得、これは、その送信を受信するデバイスにおいてかなりの量の受信処理を
必要とし得る。そのような高帯域幅通信のために利用可能な処理時間の量を増加させるた
めの技法は、受信処理を行い、受信された送信に関係するフィードバックを生成し、送信
するための、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ：short inter-frame space）内な
ど、確立された時間期間内にそのような受信処理を行うのに不十分な処理容量を有し得る
デバイスに、向上した通信能力を与え得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本開示は、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時間拡張のためのシステム、
方法、または通信デバイスに関係し得る。詳細には、本開示によれば、ワイヤレスデバイ
ス（例えば、ＳＴＡまたはＡＰ）が、送信されたデータを処理し、送信されたデータに関
係するフィードバックを送信するのに十分な時間を受信デバイスに与えるために、データ
送信（例えば、プロトコルデータユニット（ＰＤＵ））の終端にパディングを選択的に追
加し得る。ワイヤレスデバイスは、送信において送信されることが可能なデータの総量を
識別し、送信において送信されるべきデータビットの数を決定し得る。パディングの量は
、送信されることが可能なデータの総量とデータビットの数との比率に基づいて選択され
得る。いくつかの例では、送信の最後のシンボルにおいて受信されたデータを処理するた
めの総処理時間は、最後のシンボル中に利用可能な処理時間と最後のシンボルの終端に追
加されるフレーム拡張とに基づき得る。
【０００６】
　[0006]　そのような送信を受信するワイヤレスデバイス（例えば、ＳＴＡまたはＡＰ）
は、その送信のためにフィードバックが送信されるべきであることを識別し、フィードバ
ックを生成し、（例えば、ＳＩＦＳの満了に続いて）そのようなフィードバックを送信す
るための所定の期間内にフィードバックを送信し得る。いくつかの例では、フィードバッ
ク送信のためのプリアンブルは、受信された送信の処理と同時に送信され得る。いくつか
の例では、パディングの量が決定され得、フィードバック送信が、その量のパディングと
確立された時間期間（例えば、ＳＩＦＳ）とに続いて開始した。
【０００７】
　[0007]　ワイヤレスデバイスにおける通信の方法が説明される。本方法は、受信機に送
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信されるべき、シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数のための上限
を識別することと、シンボルにおいて受信機に送信されるべきデータビットの数を決定す
ることと、シンボルを含んでいるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディン
グを選択的に追加することとを含み得、ここにおいて、パディングの量は、送信されるべ
きデータビットの数とシンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数のため
の上限との比に少なくとも部分的に基づく。
【０００８】
　[0008]　通信デバイスが説明される。本通信デバイスは、受信機に送信されるべき、シ
ンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数のための上限を識別するための
手段と、シンボルにおいて受信機に送信されるべきデータビットの数を決定するための手
段と、シンボルを含んでいるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディングを
選択的に追加するための手段とを含み得、ここにおいて、パディングの量は、送信される
べきデータビットの数とシンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数のた
めの上限との比に少なくとも部分的に基づく。
【０００９】
　[0009]　さらなる通信デバイスが説明される。本通信デバイスは、プロセッサと、プロ
セッサに通信可能に結合されたメモリとを含み得、メモリは、プロセッサによって実行さ
れたとき、本通信デバイスに、受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信されるこ
とが可能なデータビットの数のための上限を識別することと、シンボルにおいて受信機に
送信されるべきデータビットの数を決定することと、シンボルを含んでいるプロトコルデ
ータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディングを選択的に追加することとをさせるコンピュ
ータ可読コードを含み得、ここにおいて、パディングの量は、送信されるべきデータビッ
トの数とシンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数のための上限との比
に少なくとも部分的に基づく。
【００１０】
　[0010]　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュ
ータ可読媒体が説明される。コードは、受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信
されることが可能なデータビットの数のための上限を識別することと、シンボルにおいて
受信機に送信されるべきデータビットの数を決定することと、シンボルを含んでいるプロ
トコルデータユニット（ＰＤＵ：protocol data unit）の終端にパディングを選択的に追
加することとを行うために実行可能な命令を含み得、ここにおいて、パディングの量は、
送信されるべきデータビットの数とシンボルにおいて送信されることが可能なデータビッ
トの数のための上限との比に少なくとも部分的に基づく。
【００１１】
　[0011]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、パディングは、少なくとも１つのシンボルにおいて送信されるべきデータ
ビットの数を処理するための、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ：short interfra
me space）に対する追加の時間を与える。追加または代替として、いくつかの例は、送信
されるべきデータビットの数と上限との比の複数のビンを識別することと、複数のビンの
うちのどれが、送信されるべきデータビットの数と上限との比に対応するかに少なくとも
部分的に基づいて、パディングの量を決定することとを含み得る。
【００１２】
　[0012]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、複数のビンの各々は、ＰＤＵの終端に追加されるべきパディングの所定の
量の整数倍に対応する。追加または代替として、いくつかの例は、受信機にビンのインジ
ケーションを送信することを含み得る。
【００１３】
　[0013]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、デバイスはワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）で
あり、ここにおいて、識別すること、決定すること、および選択的に追加することは、Ａ
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Ｐとワイヤレス通信する複数の局（ＳＴＡ）の各々について行われる。追加または代替と
して、いくつかの例は、複数のＳＴＡの間のパディングの最大量を決定することと、複数
のＳＴＡの各々にパディングの最大量を適用することとを含み得る。
【００１４】
　[0014]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、デバイスはワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）で
あり、ここにおいて、データビットの数のための上限は、ＡＰとのワイヤレス通信におい
て複数の局（ＳＴＡ）の各々に送信されることが可能なデータビットのアグリゲートされ
た数を備え、送信されるべきデータビットの数は、送信されるべきデータビットのアグリ
ゲートされた数を備える。追加または代替として、いくつかの例は、パディングの量のイ
ンジケーションをトリガメッセージにおいて複数のＳＴＡの各々に送信することを含み得
る。
【００１５】
　[0015]　ワイヤレスデバイスにおける通信の方法が説明される。本方法は、少なくとも
１つのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を受信することと、肯定応答／否定応答（Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックがＰＤＵのために生成されるべきであることを識別する
ことと、ＰＤＵのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成することと、ＰＤＵのた
めのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成することの少なくとも一部分と同時に、およ
びＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが生成されるべきであることを識別することに少なく
とも部分的に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのためのプリアンブルを送信す
ることとを含み得る。
【００１６】
　[0016]　通信デバイスが説明される。本通信デバイスは、少なくとも１つのプロトコル
データユニット（ＰＤＵ）を受信するための手段と、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ）フィードバックがＰＤＵのために生成されるべきであることを識別するための手段
と、ＰＤＵのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成するための手段と、ＰＤＵの
ためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成することの少なくとも一部分と同時に、お
よびＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが生成されるべきであることを識別することに少な
くとも部分的に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのためのプリアンブルを送信
するための手段とを含み得る。
【００１７】
　[0017]　さらなる通信デバイスが説明される。本通信デバイスは、プロセッサと、プロ
セッサに通信可能に結合されたメモリとを含み得、メモリは、プロセッサによって実行さ
れたとき、本通信デバイスに、少なくとも１つのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を
受信することと、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックがＰＤＵのた
めに生成されるべきであることを識別することと、ＰＤＵのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィ
ードバックを生成することと、ＰＤＵのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成す
ることの少なくとも一部分と同時に、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが生成され
るべきであることを識別することに少なくとも部分的に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィ
ードバックのためのプリアンブルを送信することとをさせるコンピュータ可読コードを含
み得る。
【００１８】
　[0018]　さらなる通信デバイスが説明される。本通信デバイスは、少なくとも１つのプ
ロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を受信するための受信機と、肯定応答／否定応答（Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックがＰＤＵのために生成されるべきであることを識別する
ことと、ＰＤＵのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成することとを行うための
フィードバックマネージャと、ＰＤＵのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成す
ることの少なくとも一部分と同時に、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが生成され
るべきであることを識別することに少なくとも部分的に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィ
ードバックのためのプリアンブルを送信するための送信機とを含み得る。
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【００１９】
　[0019]　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュ
ータ可読媒体が説明される。コードは、少なくとも１つのプロトコルデータユニット（Ｐ
ＤＵ）を受信することと、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックがＰ
ＤＵのために生成されるべきであることを識別することと、ＰＤＵのためのＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫフィードバックを生成することと、ＰＤＵのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック
を生成することの少なくとも一部分と同時に、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが
生成されるべきであることを識別することに少なくとも部分的に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫフィードバックのためのプリアンブルを送信することとを行うために実行可能な命令
を含み得る。
【００２０】
　[0020]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのためのプリアンブルを送信することの後
にＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送信することをさらに含み得る。追加または代替と
して、いくつかの例では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成することは、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫフィードバックのためのプリアンブルを送信することの前にＡＣＫ／ＮＡＣＫフ
ィードバックの最初の部分を生成することと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための
プリアンブルを送信することの間にＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの残りの部分を生成
することとを備える。
【００２１】
　[0021]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックがＰＤＵのために生成されるべきである
ことを識別することは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのためのプリアンブルを送信す
ることより前にＰＤＵに関連するＡＣＫポリシーを復号することを備える。追加または代
替として、いくつかの例では、少なくとも１つのＰＤＵはＰＤＵのシーケンスを備え、Ａ
ＣＫポリシーは、ＰＤＵのシーケンスの始端の近くに位置する、ＰＤＵのシーケンスの第
１のＰＤＵ中で送信される。
【００２２】
　[0022]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、第１のＰＤＵは、データビットの所定のしきい値を下回る数のデータビッ
トを備える。追加または代替として、いくつかの例では、所定のしきい値はデバイスの処
理能力に少なくとも部分的に基づく。
【００２３】
　[0023]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、デバイスは、複数の局（ＳＴＡ）と同時通信しているアクセスポイント（
ＡＰ）から通信を受信するワイヤレス通信ネットワーク中のＳＴＡであり、ここにおいて
、ＰＤＵは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックがＰＤＵのために生成されるべきであるこ
とを識別することにおけるＳＴＡによる使用のためのＰＤＵに関連するＡＣＫポリシーを
備える。追加または代替として、いくつかの例では、デバイスは、複数の局（ＳＴＡ）と
同時通信しているワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
こにおいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックがＰＤＵのシーケンスのために生成される
べきであることを識別することは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが複数のＳＴＡのう
ちの１つまたは複数のＳＴＡのために生成されるべきであることを識別することを備える
。
【００２４】
　[0024]　ワイヤレスデバイスにおける通信の方法が説明される。本方法は、受信機に送
信されるべき、シンボルにおけるコード化データビットの総数を決定することと、受信機
に送信されるべき、シンボルにおけるコード化データビットの総数のうちの有用なコード
化データビット(useful coded data bits)の数を決定することと、有用なコード化データ
ビットの数とコード化データビットの総数との比に少なくとも部分的に基づいて、シンボ
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ルの終端にフレーム拡張を追加することとを含み得る。
【００２５】
　[0025]　通信デバイスが説明される。本通信デバイスは、受信機に送信されるべき、シ
ンボルにおけるコード化データビットの総数を決定するための手段と、受信機に送信され
るべき、シンボルにおけるコード化データビットの総数のうちの有用なコード化データビ
ットの数を決定するための手段と、有用なコード化データビットの数とコード化データビ
ットの総数との比に少なくとも部分的に基づいて、シンボルの終端にフレーム拡張を追加
するための手段とを含み得る。
【００２６】
　[0026]　さらなる通信デバイスが説明される。本通信デバイスは、プロセッサと、プロ
セッサに通信可能に結合されたメモリとを含み得、メモリは、プロセッサによって実行さ
れたとき、本通信デバイスに、受信機に送信されるべき、シンボルにおけるコード化デー
タビットの総数を決定することと、受信機に送信されるべき、シンボルにおけるコード化
データビットの総数のうちの有用なコード化データビットの数を決定することと、有用な
コード化データビットの数とコード化データビットの総数との比に少なくとも部分的に基
づいて、シンボルの終端にフレーム拡張を追加することとをさせるコンピュータ可読コー
ドを含み得る。
【００２７】
　[0027]　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュ
ータ可読媒体が説明される。コードは、受信機に送信されるべき、シンボルにおけるコー
ド化データビットの総数を決定することと、受信機に送信されるべき、シンボルにおける
コード化データビットの総数のうちの有用なコード化データビットの数を決定することと
、有用なコード化データビットの数とコード化データビットの総数との比に少なくとも部
分的に基づいて、シンボルの終端にフレーム拡張を追加することとを行うために実行可能
な命令を含み得る。
【００２８】
　[0028]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、コード化ビットの有用な数とコード化ビットの総数との間の差が決定され
、追加の処理時間の量が差とフレーム拡張との和を備える。追加または代替として、いく
つかの例では、追加の処理時間の量は、受信機へのシンボルの送信のために使用される帯
域幅に基づいて決定される。
【００２９】
　[0029]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、フレーム拡張は、予め定義されたフレーム拡張の整数倍に量子化される。
追加または代替として、いくつかの例では、追加の処理時間の量は、受信機へのシンボル
の送信のために使用される変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）に少なくとも部分的に
基づいて決定される。
【００３０】
　[0030]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、追加の処理時間の量はさらに、受信機に送信された空間ストリームの数に
少なくとも部分的に基づいて決定される。追加または代替として、いくつかの例では、追
加の処理時間の量は、有用なコード化データビットの数に関連する復号時間に少なくとも
部分的に基づいて決定される。
【００３１】
　[0031]　上述された方法、通信デバイス、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、復号時間は、受信機へのシンボルの送信のために使用される帯域幅に少な
くとも部分的に基づく。
【００３２】
　[0032]　上述のものは、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示によ
る例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。以下で、追加の特徴および利点
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が説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を果たすための他の構
造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構成は
、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特性、それらの編
成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説明を検討す
るとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のみの目的で与えられるもので
あり、特許請求の範囲の制限の定義として与えられるものではない。
【００３３】
　[0033]　本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによっ
て実現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る
。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同
様の構成要素の間で区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の
参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわ
らず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張のためのワイヤ
レスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を示す図
【図２】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張のためのワイヤ
レス通信サブシステムの一例を示す図。
【図３】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張を採用するＡＰ
とＳＴＡとの間の通信の一例を示す図。
【図４】本開示の様々な態様による、ＡＰとＳＴＡとの間の通信において選択的に追加さ
れ得る異なるパディングの一例を示す図。
【図５】本開示の様々な態様による、同時の受信処理とフィードバックプリアンブル送信
との一例を示す図。
【図６】本開示の様々な態様による、ＡＰとＳＴＡとの間の通信におけるＰＤＵ中の有用
なコード化ビットに基づくフレーム拡張の一例を示す図。
【図７】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張のためのＡＰと
ＳＴＡとの間の通信の一例を示す図。
【図８】本開示の様々な態様による、同時の受信信号処理とフィードバックとのためのＡ
ＰとＳＴＡとの間の通信の一例を示す図。
【図９】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張のために構成さ
れたワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１０】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張のために構成
されたワイヤレスデバイスのブロック図。
【図１１】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張のために構成
されたデバイスを含むシステムのブロック図。
【図１２】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張のために構成
されたデバイスを含むシステムのブロック図。
【図１３】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張のための方法
を示すフローチャート。
【図１４】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張のための方法
を示すフローチャート。
【図１５】本開示の様々な態様による、高帯域幅通信のための処理時間拡張のための方法
を示すフローチャート。
【詳細な説明】
【００３５】
　[0049]　説明される特徴は、一般に、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時間拡張の
ための改善されたシステム、方法、および／または通信デバイスに関係する。高帯域幅送
信は、１つまたは複数の空間ストリームを利用して複数のアグリゲートメディアアクセス
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制御（ＭＡＣ）プロトコルデータユニット（Ａ－ＭＰＤＵ：aggregate media access con
trol (MAC) protocol data unit）を送信するためにワイヤレスデバイスによって使用さ
れ得る。いくつかの例では、高帯域幅送信は、比較的高いデータレートをサポートし得る
、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘなどのワイヤレス通信規格に従って送信され得る。例えば、
ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｃによってサポートされるデータ
レートの最高４倍であるデータレートをサポートし得る。さらに、パケット送信の終端に
おけるＩＥＥＥ８０２．１１ａｘによる利用可能な処理時間は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ
ｃによる利用可能な処理時間と同じ持続時間になるように設定され得る（例えば、１６μ
ｓ　ＳＩＦＳ）。しかしながら、８０２．１１ａｘを使用して送信され得るデータの増加
された量により、いくつかのワイヤレスデバイス（例えば、ＳＴＡまたはＡＰ）は、パケ
ット送信の終端において利用可能な処理時間内に、受信された送信を処理するのに十分な
処理能力を有しないことがある。例えば、ワイヤレスデバイスは、ＩＥＥＥ８０２．１１
ａｃ送信と比較して４倍の数のトーンを処理する必要があり得る。
【００３６】
　[0050]　従って、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時間拡張のための様々な技法が
説明される。例えば、ワイヤレスデバイス（例えば、ＳＴＡまたはＡＰ）が、送信された
データを処理し、送信されたデータに関係するフィードバックを送信するのに十分な時間
を受信デバイスに与えるために、データ送信の終端にパディングを選択的に追加し得る。
パディングは、例えば、データ送信の終端に追加される波形の形態であり、受信機が処理
を完了することを可能にするための拡張として働き得る。処理時間拡張のためのそのよう
なパディングは、８０２．１１ａｃの場合のように、パケットの終端において適用され得
る物理（ＰＨＹ）または媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤパディングと区別され得る。
【００３７】
　[0051]　いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、送信のデータ容量を識別し得、送
信において実際に送信されるべきデータビットの数を決定し得る。パディングの量は、送
信の容量とデータビットの数との比率に基づいて選択され得る。いくつかの例では、送信
の最後のシンボルにおいて受信されたデータを処理するための総処理時間は、最後のシン
ボル中に利用可能な処理時間と最後のシンボルの終端に追加されるフレーム拡張とに基づ
き得る。
【００３８】
　[0052]　そのような送信を受信するワイヤレスデバイス（例えば、ＳＴＡまたはＡＰ）
は、その送信のためにフィードバックが送信されるべきであることを識別し、フィードバ
ックを生成し、そのようなフィードバックを送信するための所定の期間内にフィードバッ
クを送信し得る。例えば、送信が受信され得、その送信中のデータのために肯定応答／否
定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックが与えられるべきであると決定され得る。ワ
イヤレスデバイスは、フレーム拡張およびＳＩＦＳ中にデータの必要な処理を行い、ＳＩ
ＦＳに続いてフィードバックを送信し得る。いくつかの例では、フィードバック送信のた
めのプリアンブルは、受信された送信の処理と同時に送信され得る。いくつかの例では、
受信デバイス（例えば、ＳＴＡまたはＡＰ）が、最後に送信されたＰＤＵ中に含まれるフ
レーム拡張またはパディングの量を示すシグナリングを復号し得、フィードバック送信が
、示された量のフレーム拡張またはパディングと確立された時間期間（例えば、ＳＩＦＳ
）とに続いて開始した。いくつかの例では、パディングまたはフレーム拡張の量は、送信
の最後のシンボル中に含まれるデータの量に少なくとも部分的に基づいて動的に変更され
得る。
【００３９】
　[0053]　以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適
用可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明
される要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロ
シージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。例えば、説明される方法は、
説明される順序とは異なる順序で行われ得、様々なステップが追加、省略、または組み合
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わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合わ
せられ得る。
【００４０】
　[0054]　図１は、本開示の様々な態様に従って構成された（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ネ
ットワークとしても知られる）ＷＬＡＮ１００を示す。ＷＬＡＮ１００は、ＡＰ１０５と
複数の関連する局（ＳＴＡ）１１５とを含み得、複数の関連するＳＴＡ１１５は、スマー
トフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、他のハンドヘルドデバイス、ネットブック、ノート
ブックコンピュータ、タブレットコンピュータ、ラップトップ、ディスプレイデバイス（
例えば、ＴＶ、コンピュータモニタなど）、プリンタなど、デバイスを表し得る。ＡＰ１
０５および関連するＳＴＡ１１５は、基本サービスセット（ＢＳＳ）または拡張サービス
セット（ＥＳＳ）を表し得る。ネットワーク中の様々なＳＴＡ１１５は、ＡＰ１０５を通
して互いと通信することが可能であり得る。また、ＷＬＡＮ１００の基本サービスエリア
（ＢＳＡ）を表し得る、ＡＰ１０５の地理的カバレージエリア１１０が示される。
【００４１】
　[0055]　図１には示されていないが、ＳＴＡ１１５は、２つ以上の地理的カバレージエ
リア１１０の共通部分に位置し得、２つ以上のＡＰ１０５に関連し得る。単一のＡＰ１０
５と、ＳＴＡ１１５の関連するセットとは、ＢＳＳと呼ばれることがある。ＥＳＳは、接
続されたＢＳＳのセットである。ＥＳＳ中のＡＰ１０５を接続するために、配信システム
（ＤＳ：distribution system）（図示せず）が使用され得る。いくつかの場合には、Ａ
Ｐ１０５の地理的カバレージエリア１１０はセクタ（同じく図示せず）に分割され得る。
ＷＬＡＮ１００は、異なる重複する地理的カバレージエリア１１０をもつ、異なるタイプ
（例えば、メトロポリタンエリア、ホームネットワークなど）のＡＰ１０５を含み得る。
２つのＳＴＡ１１５はまた、両方のＳＴＡ１１５が同じ地理的カバレージエリア１１０中
にあるかどうかにかかわらず、直接ワイヤレスリンク１２５を介して直接通信し得る。直
接ワイヤレスリンク１２０の例としては、Ｗｉ－Ｆｉ　Ｄｉｒｅｃｔ（登録商標）接続、
Ｗｉ－Ｆｉトンネルドダイレクトリンクセットアップ（ＴＤＬＳ：Tunneled Direct Link
 Setup）リンク、および他のグループ接続があり得る。ＳＴＡ１１５およびＡＰ１０５は
、ＩＥＥＥ８０２．１１、および限定はしないが、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ、８
０２．１１ａ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０２．１１ａｄ、８０２．１１ａ
ｈ、８０２．１１ａｘなどを含むバージョンからの、物理（ＰＨＹ）レイヤおよび媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ）レイヤのためのＷＬＡＮ無線およびベースバンドプロトコルに従っ
て通信し得る。他の実施形態では、ピアツーピア接続またはアドホックネットワークがＷ
ＬＡＮ１００内で実施され得る。
【００４２】
　[0056]　本開示によれば、ＳＴＡ１１５－ａは、例えば、高帯域幅ワイヤレス通信のた
めの処理時間拡張を行うように構成され得る。例えば、ＳＴＡ１１５－ａは、送信された
データを処理し、送信されたデータに関係するフィードバックを送信するのに十分な時間
をＡＰ１０５に与えるために、データ送信の終端にパディングを選択的に追加し得る。同
様に、ＡＰ１０５は、送信されたデータを処理し、送信されたデータに関係するフィード
バックを送信するのに十分な時間をＳＴＡ１１５－ａに与えるために、データ送信の終端
にパディングを選択的に追加するによって、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時間拡
張を行うように構成され得る。パディングの量は、送信の容量とデータビットの数との比
率に基づいて選択され得る。いくつかの例では、データ送信のための追加の処理時間が与
えられないことがあり、ＳＴＡ１１５またはＡＰ１０５は、受信された送信の処理と同時
にフィードバック送信のためのプリアンブルを送信し得る。受信されたデータは、フィー
ドバックを決定するためにプリアンブル送信中に処理され続け得、フィードバックは、プ
リアンブルの送信の後に送信され得る。
【００４３】
　[0057]　フレーム拡張を使用する例では、ＳＴＡ１１５またはＡＰ１０５は、シンボル
において送信されることが可能なデータビットの数のための上限を識別し、シンボルにお
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いて送信されるべきデータビットの実際の数を決定し得る。ＳＴＡ１１５またはＡＰ１０
５は、送信されるべきデータビットの数とシンボルにおいて送信されることが可能なデー
タビットの数のための上限との比に少なくとも部分的に基づいて、シンボルを含んでいる
ＰＤＵの終端にパディングを追加し得る。そのようなパディングは、受信デバイス（例え
ば、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５）によって認識され得、受信デバイスは、パディング
の時間中に受信処理を開始し得る。受信処理はＳＩＦＳに進み得、ＳＩＦＳの後にフィー
ドバック送信が送信され得る。従って、パディングは、送信されたデータを処理するため
の、ＳＩＦＳに対する追加の時間を与え得る。いくつかの例では、送信されるべきデータ
ビットの数と上限との比のビンの数が識別され得、パディングの量は、送信のためのビン
に基づいて決定され得る。いくつかの例では、ビンは、パディングなしと、パディングの
第１のレベルと、パディングの第１のレベルの整数倍に対応するパディングの１つまたは
複数の追加のレベルとに対応し得る（例えば、ビンは、パディングの０μｓ、４μｓ、８
μｓ、１２μｓ、および１６μｓに対応し得る）。いくつかの例では、パディングのため
のビンのインジケーションは、受信デバイス（例えば、ＳＴＡ１１５またはＡＰ１０５）
がパディングの量を決定することが可能であり得るように、送信の始端の近くでシグナリ
ングされ得、従って、パディングの送信中に、受信された送信の受信処理を開始し得る。
【００４４】
　[0058]　いくつかの例では、ＡＰ１０５は、ダウンリンク（ＤＬ）マルチユーザ多入力
多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）またはアップリンク（ＵＬ）ＭＵ－ＭＩＭＯなど、マルチユー
ザ送信／受信をサポートし得る。いくつかの例では、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯの場合、ＡＰ
１０５は各ＳＴＡ１１５についてのパディング要件に気づいていることがあり、パディン
グレベルがＳＴＡ１１５ごとに計算され得、ＳＴＡ１１５の全ての中で最大のパディング
レベルが、送信全体のフレーム長に適用され得る。そのような方法で、送信を受信する各
ＳＴＡ１１５は、受信処理を行い、必要なフィードバックを生成するのに十分な時間を有
し得る。いくつかの例では、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯの場合、ＡＰ１０５は、各ＳＴＡ１１
５によって送信されることが可能なシンボルごとのデータビットの数のアグリゲーション
に基づいてパディング要件を計算し得る。計算されたパディング要件は、トリガメッセー
ジにおいて各ＳＴＡ１１５に与えられ得、その結果、各ＳＴＡは、ＡＰ１０５がＳＴＡ１
１５の各々からの受信された送信を適切に処理し、必要なフィードバックを与えることを
可能にするのに十分なパディングを用いてデータを送信する。いくつかの例では、パディ
ングレベルが、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信のためにＳＴＡ１１５ごとに決定され得、トリ
ガメッセージは、特定のＳＴＡ１１５が、ＵＬ送信のために、どのパディングレベルを使
用すべきかに関係する情報を含み得る。いくつかの例では、パディングレベルは、ＳＴＡ
１１５が、送信のために、パディングのいくつかの予め定義されたビン（例えば、０μｓ
、４μｓ、８μｓ、１２μｓ、および１６μｓ）のうちのどれを使用すべきかを示すシグ
ナリングによって示され得る。
【００４５】
　[0059]　いくつかの例では、送信を受信するＳＴＡ１１５のＡＰ１０５などのデバイス
が、１つまたは複数のＰＤＵを受信し得る。例えば、一連のＡ－ＭＰＤＵがＡＰ１０５か
らＳＴＡ１１５－ａに送信され得る。ＳＴＡ１１５－ａは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバ
ックが（１つまたは複数の）Ａ－ＭＰＤＵのために生成されるべきであることを識別し、
関連するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成し得る。いくつかの例では、ＳＴＡ１１
５－ａは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成することと同時に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
フィードバックのためのプリアンブルを送信し得る。そのような例では、プリアンブル送
信に関連する追加の処理時間は、パディングが（１つまたは複数の）Ａ－ＭＰＤＵに追加
されることなしに、受信されたデータの処理の完了を可能にし得る。プリアンブルの送信
に続いて、ＳＴＡ１１５－ａは、ＡＰ１０５にＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送信し
得る。もちろん、そのような技法が同様にＳＴＡ１１５－ａとＡＰ１０５との間の送信の
ために使用され得ることが、容易に理解されよう。そのような例では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
フィードバックの最初の部分は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのためのプリアンブル
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を送信することの前に生成され得、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの残りの部分は、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのためのプリアンブルを送信することの間に生成され得る
。
【００４６】
　[0060]　いくつかの場合には、Ａ－ＭＰＤＵ中で送信されたデータは、（例えば、送信
が管理または制御メッセージを含むとき）ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを必要としな
いことがある。ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが必要とされるときのみＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋプリアンブルが送信されることを規定するために、いくつかの例は、送信において比較
的早期にＡＣＫポリシーのシグナリングを与え得、ＡＣＫポリシーのシグナリングは、（
例えば、ＳＩＦＳの満了より前に）プリアンブルが送信されるべきである時間より前に復
号され得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが必要とされないことをＡＣＫポリシーが
示す場合、プリアンブルは送信されず、確立された技法に従って受信処理が行われ得る。
ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが与えられるべきであることをＡＣＫポリシーが示す場
合、プリアンブルは、上述のように、受信処理と同時に送信され得る。いくつかの例では
、ＡＣＫポリシーは、Ａ－ＭＰＤＵのシーケンスの始端の近くのＡ－ＭＰＤＵ中で送信さ
れ得る。ＡＣＫポリシーを送信するために使用されるＡ－ＭＰＤＵは、データビットの所
定のしきい値を下回る数のデータビットを含むように選択され得、そのデータビットは、
プリアンブルの送信のための時間より前に処理され得る。データビットのしきい値は、予
め定義されたしきい値であり得るか、あるいは、ＳＴＡ１１５の処理能力またはクラスな
ど、受信デバイスの処理能力またはクラスに基づき得る。上述されたものと同様に、送信
は、ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信またはＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ送信であり得、ＡＣＫポリシ
ーは、ＳＴＡ１１５ごとに決定され、シグナリングされ得る。
【００４７】
　[0061]　フレーム拡張を使用するいくつかの例では、ＳＴＡ１１５またはＡＰ１０５は
、送信されるべき、シンボルにおけるコード化データビットの総数を決定し得、送信され
るべき、シンボルにおけるコード化データビットの総数のうちの有用なコード化データビ
ットの数を決定し得る。ＳＴＡ１１５またはＡＰ１０５は、次いで、有用なコード化デー
タビットの数とコード化データビットの総数との比に少なくとも部分的に基づいて、シン
ボルの終端にフレーム拡張を追加し得る。そのような例では、送信の終端に追加されたパ
ディングの量は、シンボルにおいて送信されることが可能なデータの上限とシンボルにお
いて送信されるデータビットの数とに基づいてパディングを決定する例と比較して低減さ
れ得る。いくつかの例では、送信ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、コード化ビットの有
用な数とコード化ビットの総数との間の差を決定し得、この差と、受信されたデータに対
して受信処理を行うために必要とされる処理拡張の総量との和として、フレーム拡張の量
を決定し得る。いくつかの例では、追加の処理時間の量は、送信のために使用される帯域
幅に基づいて、送信のために使用される変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）に基づい
て、送信される空間ストリームの数に基づいて、送信のための復号時間に基づいて、また
はそれらの組合せに基づいて、決定される。いくつかの例では、フレーム拡張は、予め定
義されたフレーム拡張の整数倍に量子化され得る。
【００４８】
　[0062]　図２は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時
間拡張のためのワイヤレス通信サブシステム２００の一例を示す。ワイヤレス通信サブシ
ステム２００は、それぞれ、図１を参照して上述されたＳＴＡ１１５の例であり得る、Ｓ
ＴＡ１１５－ｂおよびＳＴＡ１１５－ｃを含み得る。ワイヤレス通信サブシステム２００
は、図１を参照して上述されたＡＰ１０５の一例であり得る、ＡＰ１０５－ａをも含み得
る。
【００４９】
　[0063]　本開示によれば、ワイヤレスデバイス（例えば、ＡＰ１０５－ａまたはＳＴＡ
１１５）における受信処理のための処理時間は、確立された時間制限内の、データの成功
した受信および復号を決定するための受信処理、ならびに必要とされるフィードバックの
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送信（例えば、１６μｓ　ＳＩＦＳ内の受信処理と、後続のフィードバック情報の送信）
に十分な時間を与えるように適応され得る。そのような受信処理を行うために利用可能な
時間は、いくつかの例では、上述されたように、送信のデータ容量に対する送信における
データビットの数に少なくとも部分的に基づいて変更され得る。他の例では、処理時間は
、同じく上述されたように、同時の、受信された送信の処理と応答プリアンブルの送信と
を通して拡張され得る。いくつかの例では、ＳＴＡ１１５－ｂおよびＳＴＡ１１５－ａは
、データの高帯域幅送信を含み得るアップリンク送信２０５を送信し得る。例えば、アッ
プリンク送信２０５は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘプロトコルに従って行われ得、そのよ
うなプロトコルに従って、最高１６０ＭＨｚ帯域幅を占有し得、２５６直交振幅多重化（
ＱＡＭ：quadrature amplitude multiplexing）（すなわち、ＭＣＳ９）を使用してデー
タの最高４つの空間ストリームをサポートし得る。ＡＰ１０５－ａは、アップリンク送信
２０５を受信し得、送信のためのＡＣＫポリシーが、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックな
ど、送信の成功した受信および復号に関係するフィードバックを必要とすると決定し得る
。上述のように、アップリンク送信２０５は、比較的高い数のトーン（例えば、ＩＥＥＥ
８０２．１１ＡＣ送信としてのトーンの数の最高４倍）を含んでいることがあり、従って
、アップリンク送信のための受信処理は、フィードバックを送信するための定義された時
間の前に完了するために処理時間拡張を必要とし得る処理リソースの増加された量を必要
とし得る。ＡＰ１０５－ａは、受信処理を行い、ダウンリンク送信２１５においてフィー
ドバックをＳＴＡ１１５に送信し得る。同様に、ＡＰ１０５－ａはダウンリンク送信２１
５においてＳＴＡ１１５にデータを送信し得、ＳＴＡ１１５は、受信処理が、ＳＩＦＳ中
で利用可能である時間よりも多くの時間を消費する場合、処理時間拡張のための同様の技
法を使用して、アップリンク送信２０５においてＡＰ１０５－ａにフィードバックを送信
し得る。
【００５０】
　[0064]　図３は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時
間拡張のための通信図３００の一例を示す。通信図３００は、図１～図２を参照して上述
されたＳＴＡ１１５の一例であり得る、ＳＴＡ１１５－ｄを含み得る。通信図３００は、
図１～図２を参照して上述されたＡＰ１０５の一例であり得る、ＡＰ１０５－ｂをも含み
得る。
【００５１】
　[0065]　ＡＰ１０５－ｂは、ＳＴＡ１１５－ｄにＡ－ＭＰＤＵ３０５を送信し得る。Ａ
Ｐ１０５－ｂは、Ａ－ＭＰＤＵ３０５を送信することの一部として、フレーム拡張（ＦＥ
：frame extension）３１０、またはパディングが、Ａ－ＭＰＤＵ３０５に対して受信処
理を行い、Ａ－ＭＰＤＵ３０５が正常に受信されたかどうかに関する適切なフィードバッ
クを生成するのに十分な時間をＳＴＡ１１５－ｄに与えるために必要とされると決定し得
る。ＦＥ３１０のために必要とされる時間の量は、いくつかの例によれば、本明細書で説
明されるように、Ａ－ＭＰＤＵ３０５中のデータの量と、Ａ－ＭＰＤＵ３０５中で送信さ
れることが可能であるデータの上限とに応じて変動し得る。この例では、第１のＡ－ＭＰ
ＤＵ３０５は、受信処理のために、第１のＳＩＦＳ３１５に加えてＦＥ３１０を必要とす
るのに十分な量のデータを含み得る。ＦＥ３１０の持続時間は、いくつかの例では、以下
でより詳細に説明されるように、いくつかのファクタに基づいて変動し得る。第１のＳＩ
ＦＳ３１５期間に続いて、ＳＴＡ１１５－ｄは、第１のＡ－ＭＰＤＵフレーム３０５の受
信を肯定応答するＡＣＫフレーム３２０を送信し得る。第２のＳＩＦＳ３２５期間の後に
、ＡＰ１０５－ｂは、ＳＴＡ１１５－ｄに第２のＡ－ＭＰＤＵ３３０を送信し得る。この
例では、第２のＡ－ＭＰＤＵ３３０はフレーム拡張を必要としないことがあり、第２のＳ
ＩＦＳ３３５。上述のように、いくつかの場合には、Ａ－ＭＰＤＵ３３０など、Ａ－ＭＰ
ＤＵは、ＳＴＡ１１５－ｄが、第３のＳＩＦＳ３３５期間によって定義される時間期間内
に受信処理を行い得るように、比較的小さい量のデータを含み得る。第３のＳＩＦＳ３３
５期間に続いて、ＳＴＡ１１５－ｄは、第２のＡ－ＭＰＤＵフレーム３３０の受信を肯定
応答するＡＣＫフレーム３４０を送信し得る。
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【００５２】
　[0066]　図４は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時
間拡張を与えるために、異なるデータ送信のために使用され得る可変パディングの一例４
００を示す。この例では、異なるデータ送信４０５は、受信機における受信処理のための
十分な時間を与えるために、異なる量のパディングを必要とし得る。データ送信４０５は
、図１～図３のＳＴＡ１１５などのＳＴＡと、図１～図３のＡＰ１０５などのＡＰ１０５
との間で送信され得る。図４の例では、最初のデータ送信４０５－ａはＭＰＤＵ－０を送
信し、それはパディングを必要としないことがあり、その後にＳＩＦＳ４１０が続き得る
。最初のデータ送信４０５－ａは、例えば、所定の比（α1）×受信機に送信されること
が可能なシンボルごとのデータビットの最大数（または上限）（Ｎdbps_max）よりも小さ
い、シンボルごとのデータビットの数（Ｎdbps_ppdu）を有し得る。いくつかの例では、
比
【００５３】
【数１】

【００５４】
と送信のために選択されたパディングとは、以下で表１に示されるような、データ送信４
０５に関連する異なるデータレートビンに基づいて決定され得る。
【００５５】
　[0067]　図４および表１の例では、第１のデータ送信４０５－ｂは、表１に示されるよ
うに、ＳＩＦＳ４１０の前に第１のパディング値４１５がデータ送信４０５－ｂに追加さ
れるべきであることを示す、Ｎdbps_ppdu値を有し得るＭＰＤＵ－１の送信を含み得る。
いくつかの例では、第１のパディング値４１５は４μｓであり得るが、他のパディング値
が、様々な展開において使用され得ることが容易に理解されよう。図４の例を続けると、
第２のデータ送信４０５－ｃは、表１に示されるように、ＳＩＦＳ４１０の前に第２のパ
ディング値４２０がデータ送信４０５－ｃに追加されるべきであることを示す、Ｎdbps_p

pdu値を有し得るＭＰＤＵ－２を送信し得る。いくつかの例では、第２のパディング値は
第１のパディング値４１５の整数倍であり得る。この例によれば、第２のパディング値４
２０は第１のパディング値４１０の２倍であり得る。従って、上記の数値例を続けると、
第２のパディング値４２０は８μｓであり得る。
【００５６】
　[0068]　図４の例をさらに続けると、第３のデータ送信４０５－ｄは、表１に示される
ように、ＳＩＦＳ４１０の前に第３のパディング値４２５がデータ送信４０５－ｄに追加
されるべきであることを示す、Ｎdbps_ppdu値を有し得るＭＰＤＵ－３を送信し得る。い
くつかの例では、第３のパディング値は、同じく、第１のパディング値４１５の整数倍で
あり得る。この例によれば、第３のパディング値４２５は第１のパディング値４１０の３
倍であり得る。従って、上記の数値例を続けると、第３のパディング値４２５は１２μｓ
であり得る。最後に、図４の例では、第４のデータ送信４０５－ｅは、表１に示されるよ
うに、ＳＩＦＳ４１０の前に第４のパディング値４３０がデータ送信４０５－ｅに追加さ
れるべきであることを示す、Ｎdbps_ppdu値を有し得るＭＰＤＵ－４を送信し得る。いく
つかの例では、第４のパディング値は、同じく、第１のパディング値４１５の整数倍であ
り得る。この例によれば、第４のパディング値４３０は第１のパディング値４１０の４倍
であり得る。従って、上記の数値例を続けると、第４のパディング値４３０は１６μｓで
あり得る。
【００５７】
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【表１】

【００５８】
　[0069]　上述のように、いくつかの例では、ＡＰは、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯまたは直交
周波数分割多重（ＯＦＤＭＡ）技法を使用して複数のＳＴＡに同時に送信し得る。そのよ
うな場合、ＡＰは各ＳＴＡについてのパディング要件を知っているので、パディングレベ
ルがＳＴＡごとに計算され得、全てのＳＴＡの中で最大のパディングレベルが適用され得
る。従って、送信全体のフレーム長はそれに応じて増加される。複数のＳＴＡが、ＵＬ　
ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＯＦＤＭＡ技法を使用してＡＰに同時に送信していることがある例では
、ＡＰは、全てのＳＴＡからのＮdbpsをアグリゲートすることに基づいてパディング要件
を計算し得る。いくつかの例では、選択されたパディングレベルは、ＡＰによって、トリ
ガメッセージを通して各ＳＴＡにシグナリングされ得る。いくつかの例では、ＡＰは、同
じくトリガメッセージを通して各ＳＴＡにシグナリングされ得る、異なるＳＴＡについて
の異なるパディングレベルを決定し得る。異なるＳＴＡが異なるパディングレベルを有し
得る例では、トリガメッセージは、半静的にシグナリングされたパディングレベルのルッ
クアップテーブルを通してなど、パディングレベルを示す情報を含み得る。
【００５９】
　[0070]　上述のように、いくつかの例では、処理時間拡張は、同時の、受信されたデー
タの処理と、データに関係するフィードバックに関連するプリアンブルの送信とを通して
達成され得る。図５は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処
理時間拡張を与えるための同時の受信処理とプリアンブル送信との一例を示す。この例で
は、データ送信５００は、図１～図３のＳＴＡ１１５とＡＰ１０５との間など、ＳＴＡと
ＡＰ１０５との間で送信され得る。図５の例では、データ送信５００は、ＭＰＤＵ－０　
５０５、ＭＰＤＵ－１　５１０、～ＭＰＤＵ－ｎ５１５を含む、ＭＰＤＵのシーケンスを
含み得る。ＭＰＤＵ－ｎ５１５の送信に続いて、ＳＩＦＳ５２０が与えられ、送信プリア
ンブル５２５が送信され、その後にＡＣＫ応答５３０フィードバック送信が続き得る。こ
の例では、送信プリアンブル５２５を送信することと同時に、受信処理５３５が完了され
得る。いくつかの確立されたプロトコルによれば、そのような送信プリアンブル５２５は
、受信処理が完了されるまで送信されないことがある。従って、図５の例では、送信プリ
アンブル５２５中の追加の処理時間は、処理時間拡張を与え得る。
【００６０】
　[0071]　いくつかの例によれば、送信プリアンブル５２５は、フィードバックの値に依
存しない応答パケットの一部分を含み得、従って、送信プリアンブル５２５が生成され、
送信されるために、受信処理５３５が完了される必要はない。いくつかの例では、送信プ
リアンブル５２５の送信のために必要とされる時間は、ＭＰＤＵ－ｎ５１５の最後のシン
ボルの処理を完了するために使用され得る。例えば、プリアンブル送信５２５は、２０μ
ｓを要し得、ＳＩＦＳ５２０と結合されて、受信処理５３５を完了し、ＡＣＫ応答５３０
を生成するのに十分な時間を与え得る。従って、そのような例では、最後のＭＰＤＵ５１
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５の送信の後に追加のパディングは必要とされない。
【００６１】
　[0072]　上述のように、いくつかの場合には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックなど、
フィードバックは、送信の一部の全てのために必要とされるとは限らない。送信プリアン
ブル５２５を送信することより前にフィードバックが必要とされるかどうかを決定するた
めに、いくつかの例では、ＭＡＣアドレスとＡＣＫポリシーとを含んでいるＭＰＤＵがＳ
ＩＦＳ５２０内で復号され得、送信プリアンブル５２５を送るべきかどうかに関して行わ
れる決定。いくつかの例では、送信５００の受信機が識別され得、応答が必要とされるか
どうかを示すＡＣＫポリシーが与えられ得る。いくつかの例では、ＳＩＦＳ５２０の終端
の前に受信機によって復号され得る、比較的小さいＭＰＤＵがデータ送信５００において
送信され得る。いくつかの例では、送信機が、しきい値ＭＰＤＵサイズを下回り、ＭＰＤ
Ｕの始端において受信機ＭＡＣアドレスおよびＡＣＫポリシーを含む第１のＭＰＤＵ５０
５を与え得る。いくつかの例では、ＳＩＦＳの前に復号され得るＭＰＤＵに対応するＭＰ
ＤＵサイズしきい値が、予め定義され得るか、またはシグナリングされ得る。いくつかの
例では、そのようなＭＰＤＵサイズしきい値は、受信機の能力に応じて変動し得、デバイ
スのクラスによって定義され得る。
【００６２】
　[0073]　上述のように、いくつかの例では、ＡＰは、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＯＦＤＭ
Ａ技法を使用して複数のＳＴＡに同時に送信し得る。送信プリアンブルを同時に送ること
を通して処理拡張を与える例では、ＡＰが、送信を受信すべきである各ＳＴＡについての
ＭＰＤＵサイズしきい値を決定し得、それに応じて、各ＳＴＡについてのデータパケット
が作成され得、第１のＭＰＤＵが、各ＳＴＡについてのＭＡＣアドレスおよびＡＣＫポリ
シーを含む。ＵＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＯＦＤＭＡ動作の場合、ＡＰは、識別され、各ＳＴ
ＡについてのＡＣＫポリシーに気づいている必要があり、各ＳＴＡからのＭＰＤＵは、潜
在的に、ＳＩＦＳ５２０内で復号される必要があり得る。そのような動作は、著しい量の
処理リソースを必要とし得るが、多くの場合、ＰＡが十分な処理リソースを有し得るので
、実現可能であり得る。ＡＰが十分な処理リソースを有しないことがある場合、ＡＰは、
利用可能な処理リソースに基づいてリソースをスケジュールし得る。いくつかの例では、
第１のＭＰＤＵ５０５についてのバイトしきい値は、ＡＰと通信するスケジュールされた
ＳＴＡの総数に基づき得る。いくつかの例では、ＡＰと同時に通信し得るＳＴＡの総数は
、ＳＴＡの最大数に基づいて控えめに定義されるか、またはトリガメッセージにおいて示
され得る。
【００６３】
　[0074]　図６は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時
間拡張を与えるための、ＭＰＤＵ中の有用なコード化ビットに基づき得る可変フレーム拡
張の一例を示す。この例では、データ送信６００は、受信機における受信処理のための十
分な時間を与えるために、異なる量のフレーム拡張を含み得る。データ送信６００は、図
１～図３のＳＴＡ１１５およびＡＰ１０５など、ＳＴＡとＡＰとの間で送信され得る。図
６の例では、データ送信６００は、送信機によって送信される、最後のＭＰＤＵシンボル
６０５、いくつかのパッドビット６１０、およびフレーム拡張６１５を含み得る。ＳＩＦ
Ｓ６２０に続いて、受信機が、上述されたものと同様の様式で、送信プリアンブル６２５
を送り得る。受信処理６３５は、受信機によって、ＳＩＦＳ６２０にわたって、および送
信プリアンブル６２５を送ることより前に、行われ得る。図６の例では、フレーム拡張６
１５は、最後のＭＰＤＵシンボル６０５中の有用なコード化ビットの数に基づき（例えば
、最後のＭＰＤＵシンボル６０５のＭＣＳ、パッドビット６１０の数などに基づき）得る
。そのような方法で、フレーム拡張６１５は、有用なコード化データビット６２０の数と
、有用なコード化データビット６２０とパッドビット６１０とを含み得るコード化データ
ビットの総数との比に基づき得る。いくつかの例によれば、フレーム拡張６１５は、最後
のＭＰＤＵシンボル６０５の受信処理を完了するために必要とされる（ＳＩＦＳ６２０に
加えて）追加の処理時間の総量であり得る。フレーム拡張（ＦＥ）６１５は、ＳＩＦＳ６
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２０を遅延させ、より多くの処理時間を可能にするために、最後のＭＰＤＵシンボル６０
５および関連するパッドビット６１０の終端に追加された信号であり得る。いくつかの例
では、変数Ｔpadは、パッドビット６１０に関連するものの量として定義され得、それは
、最後のＭＰＤＵシンボル６０５中の有用なコード化ビットの数を決定する際に使用され
得る。
【００６４】
　[0075]　いくつかの例によれば、受信処理と適切なフィードバック送信の生成とのため
に利用可能な総処理時間は、フレーム拡張６１５とＳＩＦＳ６２０との和として決定され
得る。いくつかの例では、変数Ｔpadとフレーム拡張６１５とＳＩＦＳ６２０との和は、
次のように表され得る。
【００６５】
【数２】

【００６６】
それにおいて、Ｔpad＝１２．８（１－α）であり、ここで、
【００６７】

【数３】

【００６８】
であり、ここで、Ｎcbps_uは最後のＭＰＤＵシンボル６０５中の有用なコード化ビット６
３０の数であり、Ｎcbpsは最後のＭＰＤＵシンボル６０５中のコード化ビットの総数であ
る。ＦＥは、最後のＭＰＤＵシンボル６０５の終端に追加されたフレーム拡張６１５であ
り、いくつかの例では、０または第１のフレーム拡張値の整数倍の値（例えば、０μｓ、
４μｓ、８μｓ、または１６μｓ）を要し得る。ＳＩＦＳ値は、いくつかの例では１６μ
ｓであり得る、ＳＩＦＳ６２０持続時間であり得る。
【００６９】
　[0076]　いくつかの例によれば、図６を参照して上述された情報に基づいて、フレーム
拡張６１５は、最後のＭＰＤＵシンボル６０５の送信のために使用される帯域幅に基づい
て、利用可能な処理拡張のセットから選択され得る。いくつかの例では、受信処理６３５
は、帯域幅増加に応じて増加する低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ）復号に主に基づい
て、最後のＭＰＤＵシンボル６０５の送信のために使用される帯域幅とスケーリングし得
る。フレーム拡張６１５は、いくつかの例では、次のように選択され得る。
【００７０】
【数４】

【００７１】
それにおいて、受信処理時間は帯域幅に依存する。上述されたＴpadのための表現を使用
すると、
【００７２】
【数５】

【００７３】
いくつかの例では、フレーム拡張は整数個の時間ユニット（例えば、４μｓのユニット）
に量子化され得、それにおいて、同じく、受信処理時間は送信の帯域幅に依存する。
【００７４】

【数６】

【００７５】
　[0077]　他の例では、フレーム拡張６１５は、最後のＭＰＤＵシンボル６０５の送信の
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ために使用される帯域幅およびＭＣＳに基づいて、利用可能なフレーム拡張のセットから
選択され得る。いくつかの例では、フレーム拡張６１５は、最後のＭＰＤＵシンボル６０
５の送信のために使用される空間ストリームの数にさらに基づき得る。そのような例では
、フレーム拡張６１５は、最後のＭＰＤＵシンボル６０５中のコード化ビットの数に依存
し得る。同じく、ＦＥ６１５はＬＤＰＣ復号時間とスケーリングし得、それは、いくつか
の例では、βの関数として定義され得、ここで、
【００７６】
【数７】

【００７７】
であり、ここで、Ｎcbpsは現在のＭＰＤＵ中のシンボルごとのコード化ビットの総数であ
り、Ｎmax_cbpsは、受信機のための最大ＭＣＳと最大のサポートされる帯域幅とを仮定し
た、シンボルごとのコード化ビットの最大数である（注：Ｎcbpsは有用なビットの数では
なく、シンボルごとのコード化ビットの総数である）。加えて、空間ストリームの数が同
様の様式で考慮され得る。さらに、上述されたものと同様に、ＦＥ６１５は、整数個の時
間ユニット（例えば、４μｓのユニット）に量子化され得る。
【００７８】
　[0078]　さらなる例では、フレーム拡張６１５は、最後のＭＰＤＵシンボル６０５の送
信のために使用される帯域幅およびＭＣＳとともに、送信中の有用なコード化ビットの数
に基づいて、利用可能なフレーム拡張のセットから選択され得る。フレーム拡張６１５は
、いくつかの例では、最後のＭＰＤＵシンボル６０５の送信のために使用される空間スト
リームの数にさらに基づき得る。フレーム拡張６１５は、上述のように、最後のＭＰＤＵ
シンボル６０５中の有用なコード化ビットの数および処理拡張６３５に依存し得る。同じ
く、ＦＥ６１５はＬＤＰＣ復号時間とスケーリングし得、それは、いくつかの例では、β
の関数として定義され得、ここで、
【００７９】

【数８】

【００８０】
であり、ここで、上述されたように
【００８１】
【数９】

【００８２】
であり、Ｎcbps_uは最後のＭＰＤＵ６０５シンボル中の有用なコード化ビットの数であり
、ＮcbpsはＰＤＵ中のシンボルごとのコード化ビットの総数であり、Ｎmax_cbpsは、受信
機のための最大ＭＣＳと最大のサポートされる帯域幅とを仮定した、シンボルごとのコー
ド化ビットの最大数である。さらに、上述されたもののと同様に、ＦＥ６１５は、整数個
の時間ユニット（例えば、４μｓのユニット）に量子化され得る。
【００８３】
　[0079]　上述されたように、そのような処理時間拡張の様々な態様は、ＩＥＥＥ８０２
．１１規格のうちの１つなど、関係するプロトコルまたは規格に組み込まれ得る。図６に
関して論じられたような方式は、例えば、以下のように、関係するプロトコルまたは規格
に導入され得る。
【００８４】
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　・定義：
　　－　必要とされる処理時間拡張（Ｔproc_ext）
【００８５】
【数１０】

【００８６】
ここで、
【００８７】

【数１１】

【００８８】
または
【００８９】

【数１２】

【００９０】
（オプションに依存する）
【００９１】
【数１３】

【００９２】
【数１４】

【００９３】
　ここで、
【００９４】

【数１５】

【００９５】
【数１６】

【００９６】
　[0080]　図７は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時
間拡張のための通信図７００の一例を示す。通信図７００は、図１～図６を参照して上述
されたＳＴＡ１１５の一例であり得る、ＳＴＡ１１５－ｅを含み得る。通信図７００は、
図１～図６を参照して上述されたＡＰ１０５の一例であり得る、ＡＰ１０５－ｃをも含み
得る。
【００９７】
　[0081]　図７の図７００では、ＡＰ１０５－ｃは、ブロック７０５において示されるよ
うに、データ送信に追加するためのパディングを決定し得る。そのような決定は、図１～
図４または図６に関して上述された技法のうちのいずれかに従って行われ得る。ＡＰ１０
５－ａは、ＳＴＡ１１５－ｅにデータ送信７１０を送信し得る。ＳＴＡ１１５－ｅは、デ
ータ送信７１０を受信し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが、データ送信７１０に応答
して送られるべきであることを識別し得る。ＳＴＡ１１５－ｅは、図１～図６に関して上
述されたものと同様の様式で受信処理を行い、ブロック７２０において示されるように、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成し得る。ＳＴＡ１１５－ｅは、次いで、ＡＰ１０
５－ｃにＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信７２５を送信し得る。上述されたように、ＡＣＫ／ＮＡＣ
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Ｋ送信は、ＳＩＦＳに続いて送られ得、ＳＴＡ１１５－ｅによる受信処理は、処理拡張お
よびＳＩＦＳ中に行われ得る。図７は、ＡＰ１０５－ｃがＳＴＡ１１５－ｅにデータを送
信することを示すが、同様の技法がＳＴＡ１１５－ｅからＡＰ１０５－ｃへのデータ送信
のために使用され得ることが、容易に理解されよう。
【００９８】
　[0082]　図８は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時
間拡張のための通信図８００の一例を示す。通信図８００は、図１～図６を参照して上述
されたＳＴＡ１１５の一例であり得る、ＳＴＡ１１５－ｆを含み得る。通信図８００は、
図１～図６を参照して上述されたＡＰ１０５の一例であり得る、ＡＰ１０５－ｄをも含み
得る。
【００９９】
　[0083]　図８の図８００では、ＡＰ１０５－ｃは、ＳＴＡ１１５－ｆに第１のデータ送
信８１０を送信し得る。ＳＴＡ１１５－ｆは、ブロック８１５において示されるように、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが、ＡＰ１０５－ｅからの受信された送信に応答して送
られるべきであることを識別し得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが送られるべきで
あるというそのような識別は、図１～図６に関して上述された技法のうちのいずれかに従
って行われ得る。ＡＰ１０５－ｃは、ＳＴＡ１１５－ｆに第ｎのデータ送信８２０を送信
し得る。いくつかの例では、第１のデータ送信８１０および第ｎのデータ送信８２０は、
一連のＭＰＤＵ中で送信される最初のＭＰＤＵおよび最後のＭＰＤＵであり得る。いくつ
かの例では、単一のデータ送信のみが送られ得、その場合、ＡＰ１０５－ｃは第ｎのデー
タ送信８２０を送らず、図８の他の動作は変更されないままになる。ブロック８２５にお
いて、ＳＴＡ１１５－ｆは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成するために受信処理
を行う。ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成すること８２５のプロセス中に、ＳＴＡ
１０５－ｅは、図１～図５に関して上述されたものと同様の様式で、ＡＣＫ／ＮＡＣＫプ
リアンブル８３０を送信し得る。ブロック８２５におけるＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバッ
クの生成に続いて、ＳＴＡ１１５－ｆは、ＡＰ１０５－ｄにＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信８３５
を送り得る。図７は、ＡＰ１０５－ｄがＳＴＡ１１５－ｆにデータを送信することを示す
が、同様の技法がＳＴＡ１１５－ｆからＡＰ１０５－ｄへのデータ送信のために使用され
得ることが、容易に理解されよう。
【０１００】
　[0084]　図９は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時
間拡張のために構成されたワイヤレスデバイス９０２のブロック図９００を示す。ワイヤ
レスデバイス９０２は、図１～図８を参照して述べられたたＳＴＡ１１５またはＡＰ１０
５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス９０２は、受信機９０５、フィードバッ
クマネージャ９１０、または送信機９１５を含み得る。ワイヤレスデバイス９０２はプロ
セッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【０１０１】
　[0085]　ワイヤレスデバイス９０２の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部を
ハードウェアで行うように適応された少なくとも１つの特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）を用いて、個々にまたはまとめて実施され得る。代替的に、それらの機能は、１つまた
は複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で行われ得
る。当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路
（例えば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）も使用され得る。各ユニットの
機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッ
サによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて
実施され得る。例えば、受信機９０５はハードウェア受信機であり得、送信機９１５はハ
ードウェア送信機であり得、フィードバックマネージャ９１０は、それぞれ、バーストト
ラフィックを管理するためにデバイスによってとられるべき行為を具体化するコンピュー
タ可読媒体を処理し、記憶するためのプロセッサおよびメモリであり得る。
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【０１０２】
　[0086]　受信機９０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連
する制御情報（例えば、制御チャネル、データチャネル、および処理時間拡張に関係する
情報など）などの情報を受信し得る。情報は、フィードバックマネージャ９１０に、およ
びワイヤレスデバイス９０２の他の構成要素に受け渡され得る。
【０１０３】
　[0087]　フィードバックマネージャ９１０は、図１～図８に関して上述されたように、
チャネル上のトラフィック情報を監視し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを識別し、受
信処理に関連する処理拡張に少なくとも部分的に基づいてデータ送信に関連するパディン
グを協調させ得る。
【０１０４】
　[0088]　送信機９１５は、ワイヤレスデバイス９０２の他の構成要素から受信された信
号を送信し得る。送信機９１５は、トランシーバモジュールにおいて受信機９０５とコロ
ケートされ得る。送信機９１５は単一のアンテナを含み得るか、またはそれは複数のアン
テナを含み得る。送信機９１５は、第１のワイヤレスデバイスから第２のワイヤレスデバ
イスに、処理拡張をもつデータ送信を送信し得、ここにおいて、ワイヤレスデバイスの一
方はアクセスポイント（ＡＰ）であり、ワイヤレスデバイスの他方は局である。送信機９
１５は、第２のワイヤレスデバイスにフィードバック情報を送信し得る。
【０１０５】
　[0089]　図１０は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理
時間拡張のためのワイヤレスデバイス９０２－ａのブロック図１０００を示す。ワイヤレ
スデバイス９０２－ａは、図９を参照して述べられたワイヤレスデバイス９０２の態様の
一例であり得る。ワイヤレスデバイス９０２－ａは、図１～図８を参照して述べられたＳ
ＴＡ１１５またはＡＰ１０５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス９０２－ａは
、受信機９０５－ａ、フィードバックマネージャ９１０－ａ、または送信機９１５－ａを
含み得る。ワイヤレスデバイス９０２－ａはプロセッサをも含み得る。これらの構成要素
の各々は互いと通信していることがある。フィードバックマネージャ９１０－ａは、トラ
フィックモニタ１００５と、フィードバック生成器１０１０と、処理時間コーディネータ
１０１５とをも含み得る。
【０１０６】
　[0090]　ワイヤレスデバイス９０２－ａの構成要素は、適用可能な機能の一部または全
部をハードウェアで行うように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを用いて、個々にま
たはまとめて実施され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニ
ット（またはコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で行われ得る。当技術分野で知ら
れている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（例えば、ストラクチ
ャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）も使用さ
れ得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用または
特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み
込まれた命令を用いて実施され得る。
【０１０７】
　[0091]　受信機９０５－ａは、フィードバックマネージャ９１０－ａに、およびワイヤ
レスデバイス９０２－ａの他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。フィードバ
ックマネージャ９１０－ａは、図９を参照して上述された動作を行い得る。送信機９１５
－ａは、ワイヤレスデバイス９０２－ａの他の構成要素から受信された信号を送信し得る
。
【０１０８】
　[0092]　トラフィックモニタ１００５は、図１～図８を参照して上述されたように、ト
ラフィックの帯域幅、トラフィックのためのＭＣＳ、トラフィックの空間ストリームの数
、データ送信中に含まれるコード化ビットの数、データ送信において送信されることが可
能なデータビットの数を含む、トラフィック情報を監視するか、または、受信機に送信さ



(24) JP 6776428 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

れるべき、シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数のための上限を識
別し得る。
【０１０９】
　[0093]　フィードバック生成器１０１０は、図１～図８を参照して上述されたように、
受信処理を行い、受信されたデータ送信の成功した受信および復号を確認するためにＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫフィードバックなどのフィードバックを生成し得る。
【０１１０】
　[0094]　処理時間コーディネータ１０１５は、図１～図８を参照して上述されたように
、フレーム拡張を適応させるか、パディング量を選択するか、または、監視されたトラフ
ィック情報（例えば、トラフィックの帯域幅、トラフィックのためのＭＣＳ、トラフィッ
クの空間ストリームの数、データ送信中に含まれるコード化ビットの数、またはデータ送
信において送信されることが可能なデータビットの数など）に少なくとも部分的に基づい
て、同時の、受信処理とフィードバックプリアンブル送信とを可能にし得る。
【０１１１】
　[0095]　図１１は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理
時間拡張のために構成されたワイヤレスデバイス９０２－ｂを含むシステム１１００の図
を示す。システム１１００－ａは、図１～図８を参照して上述されたＳＴＡ１１５または
ＡＰ１０５の一例であり得る、ワイヤレスデバイス９０２－ｂを含み得る。ワイヤレスデ
バイス９０２－ｂは、フィードバックマネージャ９１０－ｂと、トラフィックアグリゲー
ションモニタ１１５０とを含み得る。フィードバックマネージャ９１０－ｂは、図９～図
１０で述べられたフィードバックマネージャの一例であり得、図１０を参照して述べられ
たトラフィックモニタ１００５、フィードバック生成器１０１０、および処理時間コーデ
ィネータ１０１０の一例であり得る、トラフィックモニタ１００５－ａ、フィードバック
生成器１０１０－ａ、および処理時間コーディネータ１０１５－ａを含み得る。ワイヤレ
スデバイス９０２－ｂは、通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構成要
素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素をも含み得る。例えば、ワイ
ヤレスデバイス９０２－ｂは、ＳＴＡ１１５－ｅまたはＡＰ１０５－ｇと双方向に通信し
得る。
【０１１２】
　[0096]　ワイヤレスデバイス９０２－ｂは、プロセッサ１１０５と、（ソフトウェア（
ＳＷ）を記憶する）１１２０メモリ１１１５と、トランシーバ１１３５と、１つまたは複
数のアンテナ１１４０とを含み得、その各々は、（例えば、バス１１４５を介して）互い
と直接または間接的に通信し得る。トランシーバ１１３５は、上述されたように、（１つ
または複数の）アンテナ１１４０あるいはワイヤードリンクまたはワイヤレスリンクを介
して、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ１１
３５は、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ１１３５は
、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ
１１４０に与え、（１つまたは複数の）アンテナ１１４０から受信されたパケットを復調
するためのモデムを含み得る。ワイヤレスデバイス９０２－ｂは単一のアンテナ１１４０
を含み得るが、ワイヤレスデバイス９０２－ｂはまた、複数のワイヤレス送信を同時に送
信または受信することが可能な複数のアンテナ１１４０を有し得る。
【０１１３】
　[0097]　メモリ１１１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１１１５は、実行されたとき、プロセッサ１１０５に本
明細書で説明される様々な機能（例えば、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理時間拡張
など）を行わせる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／フ
ァームウェアコード１１２０を記憶し得る。代替的に、コンピュータ実行可能ソフトウェ
ア／ファームウェアコード１１２０は、プロセッサ１１０５によって直接的に実行可能で
ないことがあるが、（例えば、コンパイルされ実行されたとき）コンピュータに本明細書
で説明される機能を行うことをさせ得る。プロセッサ１１０５は、インテリジェントハー
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ドウェアデバイス（例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳ
ＩＣなど）を含み得る。
【０１１４】
　[0098]　トラフィックモニタ１００５－ａ、フィードバック生成器１０１０－ａ、およ
び処理時間コーディネータ１０１５－ａは、図１０を参照して上述された機能を行い得る
。処理時間コーディネータ１０１５－ａは、パディングビン識別子１１６０と、パディン
グシグナリング生成器１１６５と、ＡＣＫ／ＮＡＣＫポリシーマネージャ１１７０と、フ
レーム拡張マネージャ１１７５とを含み得る。
【０１１５】
　[0099]　トラフィックモニタ１００５－ａ、フィードバック生成器１０１０－ａ、処理
時間コーディネータ１０１５－ａ、およびトラフィックアグリゲーションマネージャ１１
５０は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで行うように適応された少なく
とも１つのＡＳＩＣを用いて、個々にまたはまとめて実施され得る。代替的に、これらの
構成要素の機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、少なく
とも１つのＩＣ上で行われ得る。当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ
得る、他のタイプの集積回路（例えば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、
ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）も使用され得る。各ユニットの機能はまた、全
体的または部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行
されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実施され得る。
【０１１６】
　[0100]　トラフィックアグリゲーションモニタ１１５０は、複数のＳＴＡ１１５など、
複数のデバイスに送信されるかまたはそこから受信されるトラフィックのアグリゲーショ
ンを行い得る。例えば、トラフィックアグリゲーションモニタ１１５０は、図１～図８を
参照して上述されたように、ＤＬ　ＭＵ－ＭＩＭＯ／ＯＦＤＭＡまたはＵＬ　ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ／ＯＦＤＭＡに関連するアグリゲーションを行い得、複数のデバイスとの通信のため
の処理時間の拡張のために使用され得るフィードバックマネージャ９１０－ｂに、トラフ
ィックアグリゲーションに関係する情報を与え得る。
【０１１７】
　[0101]　パディングビン識別子１１６０は、図１～図８を参照して上述されたように、
データ送信に関連するパディングビンを識別し得る。追加または代替として、パディング
ビン識別子１１６０は、図１～図８を参照して上述されたように、データ送信のためにパ
ディングビンをシグナリングすることに関係する通信のために、パディングシグナリング
生成器１１６５と通信し得る。パディングシグナリング生成器１１６５は、例えば、図１
～図８を参照して上述されたように、アドレス、またはデータ送信のためのパディングビ
ン識別子のシグナリングを与え得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫポリシーマネージャ１１７０は、
図１～図８を参照して上述されたように、データ送信のためのＡＣＫポリシーのインジケ
ーションを与え得る。フレーム拡張マネージャ１１７５は、図１～図８を参照して上述さ
れたように、フレーム拡張を選択し得データ送信の有用なコード化データビットの数とデ
ータ送信のコード化データビットの総数との比に少なくとも部分的に基づいて、データ送
信の終端にフレーム拡張を追加し得る。
【０１１８】
　[0102]　図１２は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理
時間拡張のために構成されたワイヤレスデバイス９０２－ｃを含むシステム１２００の図
を示す。ワイヤレスデバイス９０２－ｃは、図１～図８を参照して上述されたＳＴＡ１１
５またはＡＰ１０５の一例であり得る。ワイヤレスデバイス９０２－ｄは、図９～図１０
を参照して述べられたフィードバックマネージャ９１０の一例であり得る、フィードバッ
クマネージャ９１０－ｃを含み得る。ワイヤレスデバイス９０２－ｃはプリアンブル生成
器１２２５をも含み得る。ワイヤレスデバイス９０２－ｃは、通信を送信するための構成
要素と通信を受信するための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構
成要素をも含み得る。例えば、ワイヤレスデバイス９０２－ｃは、ＳＴＡ１１５－ｆまた
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はＡＰ１０５－ｈと双方向に通信し得る。
【０１１９】
　[0103]　ワイヤレスデバイス９０２－ｃは、プロセッサ１２０５と、（ソフトウェア（
ＳＷ）を記憶する）１２２０メモリ１２１５と、トランシーバ１２３５と、１つまたは複
数のアンテナ１２４０とをも含み得、その各々は、（例えば、バス１２４５を介して）互
いと直接または間接的に通信し得る。トランシーバ１２３５は、上述されたように、（１
つまたは複数の）アンテナ１２４０あるいはワイヤードリンクまたはワイヤレスリンクを
介して、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ１
２３５は、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ１２３５
は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテ
ナ１２４０に与え、（１つまたは複数の）アンテナ１２４０から受信されたパケットを復
調するためのモデムを含み得る。ワイヤレスデバイス９０２－ｃは単一のアンテナ１２４
０を含み得るが、ワイヤレスデバイス９０２－ｃはまた、複数のワイヤレス送信を同時に
送信または受信することが可能な複数のアンテナ１２４０を有し得る。プリアンブル生成
器１２２５は、図１～図８を参照して上述されたように、フィードバックマネージャ９１
０－ｃが、受信されたデータ信号に対する受信処理を行うことと同時に、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋフィードバック送信のためのプリアンブルなど、フィードバックプリアンブルを生成し
得る。フィードバックマネージャ９１０－ｃは、上述されたように、受信されたデータ信
号のＡＣＫポリシーを決定し、受信されたデータ信号が処理されている間にプリアンブル
を生成し、送るためにプリアンブル生成器１２２５を始動し得る。
【０１２０】
　[0104]　メモリ１２１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１２１５は、実行されたとき、プロセッサ１２０５に本
明細書で説明される様々な機能（例えば、適応ショートフレーム間スペースバースティン
グ（adaptive short inter-frame space bursting）など）を行わせる命令を含むコンピ
ュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード１２２０を記憶
し得る。代替的に、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード１２２０
は、プロセッサ１２０５によって直接的に実行可能でないことがあるが、（例えば、コン
パイルされ実行されたとき）コンピュータに本明細書で説明される機能を行うことをさせ
得る。プロセッサ１２０５は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、中央処
理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなど）を含み得る。
【０１２１】
　[0105]　図１３は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理
時間拡張のための方法１３００を示すフローチャートを示す。方法１３００の動作は、図
１～図９を参照して述べられたように、ワイヤレスデバイス９０２、ＳＴＡ１１５、ＡＰ
１０５またはそれの構成要素によって実施され得る。例えば、方法１３００の動作は、図
９～図１２を参照して述べられたように、フィードバックマネージャ９１０によって行わ
れ得る。ワイヤレスデバイス９０２は、以下で説明される機能を行うようにワイヤレスデ
バイス９０２の機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替
として、ワイヤレスデバイス９０２は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される
機能態様を行い得る。
【０１２２】
　[0106]　ブロック１３０５において、ワイヤレスデバイス９０２は、図１～図８を参照
して上述されたように、受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信されることが可
能なデータビットの数のための上限を識別する。いくつかの例では、ブロック１３０５の
動作は、図１０を参照して上述されたように、トラフィックモニタ１００５よって行われ
得る。いくつかの例では、データビットの数のための上限は、複数のデバイスの各々に送
信されることが可能なデータビットのアグリゲートされた数を含み得る。
【０１２３】
　[0107]　ブロック１３１０において、ワイヤレスデバイス９０２は、図１～図８を参照
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して上述されたように、シンボルにおいて受信機に送信されるべきデータビットの数を決
定する。いくつかの例では、ブロック１３１０の動作は、図１０を参照して上述されたよ
うに、トラフィックモニタ１００５よって行われ得る。いくつかの例では、送信されるべ
きデータビットの数は、送信されるべきデータビットのアグリゲートされた数を備える。
【０１２４】
　[0108]　ブロック１３１５において、ワイヤレスデバイス９０２は、図１～図８を参照
して上述されたように、シンボルを含んでいるＰＤＵの終端にパディングを選択的に追加
し、ここにおいて、パディングの量は、送信されるべきデータビットの数とシンボルにお
いて送信されることが可能なデータビットの数のための上限との比に少なくとも部分的に
基づく。いくつかの例では、ブロック１３１５の動作は、図１０を参照して上述されたよ
うに、処理時間コーディネータ１０１５によって行われ得る。いくつかの例では、ワイヤ
レスデバイスは、送信されるべきデータビットの数と上限との比の複数のビンを識別し、
複数のビンのうちのどれが、送信されるべきデータビットの数と上限との比に対応するか
に少なくとも部分的に基づいて、パディングの量を決定し得る。いくつかの例では、ビン
の各々は、ＰＤＵの終端に追加されるべきパディングの所定の量の整数倍に対応し得、送
信されるべきデータビットの数と上限との比に対応するビンを示すインジケーションが送
信され得る。
【０１２５】
　[0109]　図１４は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理
時間拡張のための方法１４００を示すフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図
１～図９を参照して述べられたように、ワイヤレスデバイス９０２、ＳＴＡ１１５、ＡＰ
１０５またはそれの構成要素によって実施され得る。例えば、方法１４００の動作は、図
９～図１２を参照して述べられたように、フィードバックマネージャ９１０によって行わ
れ得る。ワイヤレスデバイス９０２は、以下で説明される機能を行うようにワイヤレスデ
バイス９０２の機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替
として、ワイヤレスデバイス９０２は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される
機能態様を行い得る。
【０１２６】
　[0110]　ブロック１４０５において、ワイヤレスデバイス９０２は、図１～図８を参照
して上述されたように、少なくとも１つのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を受信す
る。いくつかの例では、ブロック１４０５の動作は、図９～図１０を参照して上述された
ように、受信機９０５よって行われ得る。
【０１２７】
　[0111]　ブロック１４１０において、ワイヤレスデバイス９０２は、図１～図８を参照
して上述されたように、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックがＰＤ
Ｕのために生成されるべきであることを識別する。いくつかの例では、ブロック１４１０
の動作は、図１０を参照して上述されたように、フィードバック生成器１０１０によって
行われ得る。いくつかの例では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが生成されるべきであ
るという識別は、データ送信において送信されたＡＣＫポリシーに基づいて行われ得る。
【０１２８】
　[0112]　ブロック１４１５において、ワイヤレスデバイス９０２は、図１～図８を参照
して上述されたように、ＰＤＵのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成する。い
くつかの例では、ブロック１４１５の動作は、図１０を参照して上述されたように、フィ
ードバック生成器１０１０によって行われ得る。
【０１２９】
　[0113]　ブロック１４２０において、ワイヤレスデバイス９０２は、図１～図８を参照
して上述されたように、ＰＤＵのためのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成すること
の少なくとも一部分と同時に、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが生成されるべき
であることを識別することに少なくとも部分的に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバ
ックのためのプリアンブルを送信する。いくつかの例では、ブロック１４２０の動作は、
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図１０を参照して上述されたように、フィードバック生成器１０１０によって行われ得る
。いくつかの例では、ブロック１４２０の動作は、図１２を参照して上述されたように、
プリアンブル生成器１２２５によって行われ得る。
【０１３０】
　[0114]　図１５は、本開示の様々な態様による、高帯域幅ワイヤレス通信のための処理
時間拡張のための方法１５００を示すフローチャートを示す。方法１５００の動作は、図
１～図９を参照して述べられたように、ワイヤレスデバイス９０２、ＳＴＡ１１５、ＡＰ
１０５またはそれの構成要素によって実施され得る。例えば、方法１５００の動作は、図
９～図１２を参照して述べられたように、フィードバックマネージャ９１０によって行わ
れ得る。ワイヤレスデバイス９０２は、以下で説明される機能を行うようにワイヤレスデ
バイス９０２の機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替
として、ワイヤレスデバイス９０２は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される
機能態様を行い得る。
【０１３１】
　[0115]　ブロック１５０５において、ワイヤレスデバイス９０２は、図１～図８を参照
して上述されたように、受信機に送信されるべき、シンボルにおけるコード化データビッ
トの総数を決定する。いくつかの例では、ブロック１５０５の動作は、図１０を参照して
上述されたように、トラフィックモニタ１００５よって行われ得る。
【０１３２】
　[0116]　ブロック１５１０において、ワイヤレスデバイス９０２は、図１～図８を参照
して上述されたように、受信機に送信されるべき、シンボルにおけるコード化データビッ
トの総数のうちの有用なコード化データビットの数を決定する。いくつかの例では、ブロ
ック１５１０の動作は、図１０を参照して上述されたように、トラフィックモニタ１００
５よって行われ得る。
【０１３３】
　[0117]　ブロック１５１５において、ワイヤレスデバイス９０２は、図１～図８を参照
して上述されたように、有用なコード化データビットの数とコード化データビットの総数
との比に少なくとも部分的に基づいて、シンボルの終端にフレーム拡張を追加する。いく
つかの例では、ブロック１５１５の動作は、図１０を参照して上述されたように、処理時
間コーディネータ１０１５によって行われ得る。
【０１３４】
　[0118]　従って、方法１３００、１４００、および１５００は、高帯域幅ワイヤレス通
信のための処理時間拡張を与え得る。方法１３００、１４００、および１５００は可能な
実施形態を表すこと、ならびに動作およびステップは、他の実施形態が可能であるように
、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。方法１３０
０、１４００、および１５００のうちの２つまたはそれ以上からの態様が組み合わせられ
得る。
【０１３５】
　[0119]　添付の図面に関して上に明記された詳細な説明は、例について説明しており、
実施され得るまたは特許請求の範囲内に入る全ての例を表すとは限らない。この説明全体
にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示の働きをするこ
と」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明は
、説明された技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、
これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、本開示の概念を不明瞭
にすることを回避するために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形式
で示される。
【０１３６】
　[0120]　情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。例えば、上の記載全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号
、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光場
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または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１３７】
　[0121]　本明細書の開示に関して述べられた様々な例示的なブロックおよびモジュール
は、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブル論理デバイ
ス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、あるいは本明細書
で述べられた機能を行うように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実施または行わ
れ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは
、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であ
り得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ（例えば、ＤＳＰとマイク
ロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは
複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成）としても実施され得る。
【０１３８】
　[0122]　本明細書で述べられた機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実施され得る。プロセッ
サによって実行されるソフトウェアで実施される場合、機能は、１つまたは複数の命令ま
たはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実施形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求
の範囲内に入る。例えば、ソフトウェアの性質により、上述された機能は、プロセッサ、
ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの
組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実施され得る。機能を実施する特徴は
また、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実施されるように分散されるこ
とを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明
細書で使用される場合、項目の列挙（例えば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「の
うちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、例
えば、［Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ]の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまた
はＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味する
ような包括的列挙を示す。
【０１３９】
　[0123]　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を可能にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方
を含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任
意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体
は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（
登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁
気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構
造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用も
しくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る
、任意の他の非一時的媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可
読媒体と適切に呼ばれる。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、また
は赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本
明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディス
ク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶ
Ｄ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディ
スク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上の組合せもコンピュータ可
読媒体の範囲内に含まれる。
【０１４０】
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　[0124]　本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用できるよう
に与えられたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明
細書で定義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用さ
れ得る。従って、本開示は、本明細書で述べられた例および設計に限定されるべきでなく
、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべき
である。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレスデバイスにおける通信の方法であって、
　受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数
のための上限を識別することと、
　前記シンボルにおいて前記受信機に送信されるべきデータビットの数を決定することと
、
　前記シンボルを含んでいるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディングを
選択的に追加することと、ここにおいて、前記パディングの量が、送信されるべきデータ
ビットの前記数と前記シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの前記数の
ための前記上限との比に少なくとも部分的に基づく、
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記パディングが、前記シンボルにおいて送信されるべきデータビットの前記数を処理
するための、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）に対する追加の時間を与える、［
Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］
　送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との比の複数のビンを識別することと
、
　前記複数のビンのうちのどれが、送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との
前記比に対応するかに少なくとも部分的に基づいて、パディングの量を決定することとを
さらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記複数のビンの各々が、前記ＰＤＵの前記終端に追加されるべきパディングの所定の
量の整数倍に対応する、［Ｃ３］に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記受信機に、送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との前記比に対応する
前記複数のビンのうちのビンのインジケーションを送信すること
をさらに備える、［Ｃ３］に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記デバイスがワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
こにおいて、前記識別すること、前記決定すること、および前記選択的に追加することが
、前記ＡＰとワイヤレス通信する複数の局（ＳＴＡ）の各々について行われる、［Ｃ１］
に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記複数のＳＴＡの間のパディングの最大量を決定することと、
　前記複数のＳＴＡの各々にパディングの前記最大量を適用することと
をさらに備える、［Ｃ６］に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記デバイスがワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
こにおいて、
　データビットの数のための前記上限が、前記ＡＰとのワイヤレス通信において複数の局
（ＳＴＡ）の各々に送信されることが可能なデータビットのアグリゲートされた数を備え
、
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　送信されるべきデータビットの前記数が、送信されるべきデータビットのアグリゲート
された数を備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ９］
　パディングの量のインジケーションをトリガメッセージにおいて前記複数のＳＴＡの各
々に送信すること
をさらに備える、［Ｃ８］に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ワイヤレスデバイスにおける通信の方法であって、
　少なくとも１つのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を受信することと、
　肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックが前記ＰＤＵのために生成さ
れるべきであることを識別することと、
　前記ＰＤＵのための前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成することと、
　前記ＰＤＵのための前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを前記生成することの少なく
とも一部分と同時に、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが生成されるべきであるこ
とを識別することに少なくとも部分的に基づいて、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック
のためのプリアンブルを送信することと
を備える、方法。
［Ｃ１１］
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルを送信することの後に
前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送信すること
をさらに備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを前記生成することが、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルを送信することの前に
前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの最初の部分を生成することと、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルを送信することの間に
前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの残りの部分を生成することと
を備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１３］
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが前記ＰＤＵのために生成されるべきであることを識
別することは、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルを送信することより前
に前記ＰＤＵに関連するＡＣＫポリシーを復号すること
を備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１４］
　少なくとも１つのＰＤＵがＰＤＵのシーケンスを備え、前記ＡＣＫポリシーが、ＰＤＵ
の前記シーケンスの始端の近くに位置する、ＰＤＵの前記シーケンスの第１のＰＤＵ中で
送信される、［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１のＰＤＵが、データビットの所定のしきい値を下回る数のデータビットを備え
る、［Ｃ１４］に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記所定のしきい値が前記デバイスの処理能力に少なくとも部分的に基づく、［Ｃ１５
］に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記デバイスが、複数の局（ＳＴＡ）と同時通信しているアクセスポイント（ＡＰ）か
ら通信を受信するワイヤレス通信ネットワーク中のＳＴＡであり、ここにおいて、前記Ｐ
ＤＵは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが前記ＰＤＵのために生成されるべきであるこ
とを識別することにおける前記ＳＴＡによる使用のための前記ＰＤＵに関連するＡＣＫポ
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リシーを備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記デバイスが、複数の局（ＳＴＡ）と同時通信しているワイヤレス通信ネットワーク
中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、ここにおいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック
が前記少なくとも１つのＰＤＵのために生成されるべきであることを識別することは、　
ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが前記複数のＳＴＡのうちの１つまたは複数のＳＴＡの
ために生成されるべきであることを識別すること
を備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
［Ｃ１９］
　ワイヤレスデバイスにおける通信の方法であって、
　受信機に送信されるべき、シンボルにおけるコード化データビットの総数を決定するこ
とと、
　前記受信機に送信されるべき、前記シンボルにおけるコード化データビットの前記総数
のうちの有用なコード化データビットの数を決定することと、
　有用なコード化データビットの前記数とコード化データビットの前記総数との比に少な
くとも部分的に基づいて、前記シンボルの終端にフレーム拡張を追加することと
を備える、方法。
［Ｃ２０］
　有用なコード化データビットの前記数とコード化データビットの前記総数との間の差が
決定され、追加の処理時間の量が前記差と前記フレーム拡張との和を備える、［Ｃ１９］
に記載の方法。
［Ｃ２１］
　追加の処理時間の前記量が、前記受信機への前記シンボルの送信のために使用される帯
域幅に基づいて決定される、［Ｃ２０］に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記フレーム拡張が、予め定義されたフレーム拡張の整数倍に量子化される、［Ｃ２０
］に記載の方法。
［Ｃ２３］
　追加の処理時間の前記量が、前記受信機への前記シンボルの送信のために使用される変
調およびコーディング方式（ＭＣＳ）に少なくとも部分的に基づいて決定される、［Ｃ２
０］に記載の方法。
［Ｃ２４］
　追加の処理時間の前記量がさらに、前記受信機に送信された空間ストリームの数に少な
くとも部分的に基づいて決定される、［Ｃ２３］に記載の方法。
［Ｃ２５］
　追加の処理時間の前記量が、有用なコード化データビットの前記数に関連する復号時間
に少なくとも部分的に基づいて決定される、［Ｃ２０］に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記復号時間が、前記受信機への前記シンボルの送信のために使用される帯域幅に少な
くとも部分的に基づく、［Ｃ２５］に記載の方法。
［Ｃ２７］
　通信デバイスであって、
　プロセッサと、前記プロセッサに通信可能に結合されたメモリとを備え、前記メモリは
、前記プロセッサによって実行されたとき、前記通信デバイスに、
　　受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの
数のための上限を識別することと、
　　前記シンボルにおいて前記受信機に送信されるべきデータビットの数を決定すること
と、
　　前記シンボルを含んでいるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディング
を選択的に追加することと、ここにおいて、前記パディングの量が、送信されるべきデー
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タビットの前記数と前記シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの前記数
のための前記上限との比に少なくとも部分的に基づく、
をさせるコンピュータ可読コードを備える、通信デバイス。
［Ｃ２８］
　前記パディングが、前記シンボルにおいて送信されるべきデータビットの前記数を処理
するための、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）に対する追加の時間を与える、［
Ｃ２７］に記載の通信デバイス。
［Ｃ２９］
　前記コンピュータ可読コードは、少なくとも１つのデバイスに、
　送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との比の複数のビンを識別することと
、
　前記複数のビンのうちのどれが、送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との
前記比に対応するかに少なくとも部分的に基づいて、パディングの量を決定することとを
さらにさせる、［Ｃ２７］に記載の通信デバイス。
［Ｃ３０］
　前記デバイスがワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
こにおいて、
　データビットの数のための前記上限が、前記ＡＰとのワイヤレス通信において複数の局
（ＳＴＡ）の各々に送信されることが可能なデータビットのアグリゲートされた数を備え
、
　送信されるべきデータビットの前記数が、送信されるべきデータビットのアグリゲート
された数を備える、
［Ｃ２７］に記載の通信デバイス。
［Ｃ３１］
　少なくとも１つのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を受信するための受信機と、　
肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックが前記ＰＤＵのために生成され
るべきであることを識別することと、前記ＰＤＵのための前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィード
バックを生成することとを行うためのフィードバックマネージャと、
　前記ＰＤＵのための前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを前記生成することの少なく
とも一部分と同時に、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが生成されるべきであるこ
とを識別することに少なくとも部分的に基づいて、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック
のためのプリアンブルを送信するための送信機と
を備える、通信デバイス。
［Ｃ３２］
　前記送信機が、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルを送信
することの後に前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送信する、［Ｃ３１］に記載の通
信デバイス。
［Ｃ３３］
　前記フィードバックマネージャが、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記
プリアンブルの送信の前に前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの最初の部分を生成し、
前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルの前記送信中に前記ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫフィードバックの残りの部分を生成する、［Ｃ３１］に記載の通信デバイス
。
［Ｃ３４］
　通信デバイスであって、
　プロセッサと、前記プロセッサに通信可能に結合されたメモリとを備え、前記メモリが
、前記プロセッサによって実行されたとき、前記通信デバイスに、
　　受信機に送信されるべき、シンボルにおけるコード化データビットの総数を決定する
ことと、
　　前記受信機に送信されるべき、前記シンボルにおけるコード化データビットの前記総
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数のうちの有用なコード化データビットの数を決定することと、
　　有用なコード化データビットの前記数とコード化データビットの前記総数との比に少
なくとも部分的に基づいて、前記シンボルの終端にフレーム拡張を追加することと
をさせるコンピュータ可読コードを備える、通信デバイス。
［Ｃ３５］
　有用なコード化データビットの前記数とコード化データビットの前記総数との間の差が
決定され、追加の処理時間の量が前記差と前記フレーム拡張との和を備える、［Ｃ３４］
に記載の通信デバイス。
［Ｃ３６］
　追加の処理時間の前記量が、前記受信機への前記シンボルの送信のために使用される帯
域幅に基づいて決定される、［Ｃ３５］に記載の通信デバイス。
［Ｃ３７］
　受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数
のための上限を識別するための手段と、
　前記シンボルにおいて前記受信機に送信されるべきデータビットの数を決定するための
手段と、
　前記シンボルを含んでいるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディングを
選択的に追加するための手段と、ここにおいて、前記パディングの量が、送信されるべき
データビットの前記数と前記シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの前
記数のための前記上限との比に少なくとも部分的に基づく、
を備える、通信デバイス。
［Ｃ３８］
　前記パディングが、前記シンボルにおいて送信されるべきデータビットの前記数を処理
するための、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）に対する追加の時間を与える、［
Ｃ３７］に記載の通信デバイス。
［Ｃ３９］
　送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との比の複数のビンを識別するための
手段と、
　前記複数のビンのうちのどれが、送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との
前記比に対応するかに少なくとも部分的に基づいて、パディングの量を決定するための手
段と
をさらに備える、［Ｃ３７］に記載の通信デバイス。
［Ｃ４０］
　前記複数のビンの各々が、前記ＰＤＵの前記終端に追加されるべきパディングの所定の
量の整数倍に対応する、［Ｃ３９］に記載の通信デバイス。
［Ｃ４１］
　前記受信機に、送信されるべきデータビットの前記数と前記上限との前記比に対応する
前記複数のビンのうちのビンのインジケーションを送信するための手段
をさらに備える、［Ｃ３９］に記載の通信デバイス。
［Ｃ４２］
　前記デバイスがワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
こにおいて、前記識別すること、前記決定すること、および前記選択的に追加することが
、前記ＡＰとワイヤレス通信する複数の局（ＳＴＡ）の各々について行われる、［Ｃ３７
］に記載の通信デバイス。
［Ｃ４３］
　前記複数のＳＴＡの間のパディングの最大量を決定するための手段と、
　前記複数のＳＴＡの各々にパディングの前記最大量を適用するための手段と
をさらに備える、［Ｃ４２］に記載の通信デバイス。
［Ｃ４４］
　前記デバイスがワイヤレス通信ネットワーク中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、こ
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こにおいて、
　データビットの数のための前記上限が、前記ＡＰとのワイヤレス通信において複数の局
（ＳＴＡ）の各々に送信されることが可能なデータビットのアグリゲートされた数を備え
、
　送信されるべきデータビットの前記数が、送信されるべきデータビットのアグリゲート
された数を備える、
［Ｃ３７］に記載の通信デバイス。
［Ｃ４５］
　パディングの量のインジケーションをトリガメッセージにおいて前記複数のＳＴＡの各
々に送信するための手段
をさらに備える、［Ｃ４４］に記載の通信デバイス。
［Ｃ４６］
　少なくとも１つのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を受信するための手段と、
　肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックが前記ＰＤＵのために生成さ
れるべきであることを識別するための手段と、
　前記ＰＤＵのための前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成するための手段と、　
前記ＰＤＵのための前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを前記生成することの少なくと
も一部分と同時に、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが生成されるべきであること
を識別することに少なくとも部分的に基づいて、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの
ためのプリアンブルを送信するための手段と
を備える、通信デバイス。
［Ｃ４７］
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルを送信することの後に
前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送信するための手段
をさらに備える、［Ｃ４６］に記載の通信デバイス。
［Ｃ４８］
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成するための前記手段が、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルの送信の前に前記ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫフィードバックの最初の部分を生成し、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルの前記送信中に前記Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの残りの部分を生成する、
［Ｃ４６］に記載の通信デバイス。
［Ｃ４９］
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが前記ＰＤＵのために生成されるべきであることを識
別するための前記手段は、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブ
ルを送信することより前に前記ＰＤＵに関連するＡＣＫポリシーを復号する、［Ｃ４６］
に記載の通信デバイス。
［Ｃ５０］
　少なくとも１つのＰＤＵがＰＤＵのシーケンスを備え、前記ＡＣＫポリシーが、ＰＤＵ
の前記シーケンスの始端の近くに位置する、ＰＤＵの前記シーケンスの第１のＰＤＵ中で
送信される、［Ｃ４９］に記載の通信デバイス。
［Ｃ５１］
　前記第１のＰＤＵが、データビットの所定のしきい値を下回る数のデータビットを備え
る、［Ｃ５０］に記載の通信デバイス。
［Ｃ５２］
　前記所定のしきい値が前記デバイスの処理能力に少なくとも部分的に基づく、［Ｃ５１
］に記載の通信デバイス。
［Ｃ５３］
　前記デバイスが、複数の局（ＳＴＡ）と同時通信しているアクセスポイント（ＡＰ）か
ら通信を受信するワイヤレス通信ネットワーク中のＳＴＡであり、ここにおいて、前記Ｐ
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ＤＵは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが前記ＰＤＵのために生成されるべきであるこ
とを識別することにおける前記ＳＴＡによる使用のための前記ＰＤＵに関連するＡＣＫポ
リシーを備える、［Ｃ４６］に記載の通信デバイス。
［Ｃ５４］
　前記デバイスが、複数の局（ＳＴＡ）と同時通信しているワイヤレス通信ネットワーク
中のアクセスポイント（ＡＰ）であり、ここにおいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック
がＰＤＵの前記シーケンスのために生成されるべきであることを識別するための前記手段
は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが前記複数のＳＴＡのうちの１つまたは複数のＳＴ
Ａのために生成されるべきであることを識別する、［Ｃ４６］に記載の通信デバイス。
［Ｃ５５］
　受信機に送信されるべき、シンボルにおけるコード化データビットの総数を決定するた
めの手段と、
　前記受信機に送信されるべき、前記シンボルにおけるコード化データビットの前記総数
のうちの有用なコード化データビットの数を決定するための手段と、
　有用なコード化データビットの前記数とコード化データビットの前記総数との比に少な
くとも部分的に基づいて、前記シンボルの終端にフレーム拡張を追加するための手段とを
備える、通信デバイス。
［Ｃ５６］
　有用なコード化データビットの前記数とコード化データビットの前記総数との間の差が
決定され、追加の処理時間の量が前記差と前記フレーム拡張との和を備える、［Ｃ５５］
に記載の通信デバイス。
［Ｃ５７］
　追加の処理時間の前記量が、前記受信機への前記シンボルの送信のために使用される帯
域幅に基づいて決定される、［Ｃ５６］に記載の通信デバイス。
［Ｃ５８］
　前記フレーム拡張が、予め定義されたフレーム拡張の整数倍に量子化される、［Ｃ５６
］に記載の通信デバイス。
［Ｃ５９］
　追加の処理時間の前記量が、前記受信機への前記シンボルの送信のために使用される変
調およびコーディング方式（ＭＣＳ）に少なくとも部分的に基づいて決定される、［Ｃ５
６］に記載の通信デバイス。
［Ｃ６０］
　追加の処理時間の前記量がさらに、前記受信機に送信された空間ストリームの数に少な
くとも部分的に基づいて決定される、［Ｃ５９］に記載の通信デバイス。
［Ｃ６１］
　追加の処理時間の前記量が、有用なコード化データビットの前記数に関連する復号時間
に少なくとも部分的に基づいて決定される、［Ｃ５６］に記載の通信デバイス。
［Ｃ６２］
　前記復号時間が、前記受信機への前記シンボルの送信のために使用される帯域幅に少な
くとも部分的に基づく、［Ｃ６１］に記載の通信デバイス。
［Ｃ６３］
　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読
媒体であって、前記コードは、
　受信機に送信されるべき、シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの数
のための上限を識別することと、
　前記シンボルにおいて前記受信機に送信されるべきデータビットの数を決定することと
、
　前記シンボルを含んでいるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の終端にパディングを
選択的に追加することと、ここにおいて、前記パディングの量が、送信されるべきデータ
ビットの前記数と前記シンボルにおいて送信されることが可能なデータビットの前記数の
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を行うために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６４］
　前記パディングが、前記シンボルにおいて送信されるべきデータビットの前記数を処理
するための、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）に対する追加の時間を与える、［
Ｃ６３］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６５］
　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読
媒体であって、前記コードは、
　少なくとも１つのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）を受信することと、
　肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックが前記ＰＤＵのために生成さ
れるべきであることを識別することと、
　前記ＰＤＵのための前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを生成することと、
　前記ＰＤＵのための前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを前記生成することの少なく
とも一部分と同時に、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックが生成されるべきであるこ
とを識別することに少なくとも部分的に基づいて、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック
のためのプリアンブルを送信することと
を行うために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６６］
　前記命令が、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルを送信することの後に
前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを送信すること
を行うために実行可能である、［Ｃ６５］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６７］
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを前記生成することが、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリアンブルを送信することの前に
前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの最初の部分を生成することを備え、
　ここにおいて、前記命令が、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのための前記プリア
ンブルを送信することの間に前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの残りの部分を生成す
るために実行可能である、
［Ｃ６５］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６８］
　ワイヤレスデバイスにおける通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読
媒体であって、前記コードが、
　受信機に送信されるべき、シンボルにおけるコード化データビットの総数を決定するこ
とと、
　前記受信機に送信されるべき、前記シンボルにおけるコード化データビットの前記総数
のうちの有用なコード化データビットの数を決定することと、
　有用なコード化データビットの前記数とコード化データビットの前記総数との比に少な
くとも部分的に基づいて、前記シンボルの終端にフレーム拡張を追加することと
を行うために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６９］
　有用なコード化データビットの前記数とコード化データビットの前記総数との間の差が
決定され、追加の処理時間の量が前記差と前記フレーム拡張との和を備える、［Ｃ６８］
に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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